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の
参
戦
に
つ
い
て
は
山
梨
出
身
者
に
広
く
呼
び
掛

け
て
支
援
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
」と
主
催
者

あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

　
多
数
お
迎
え
し
た
ご
来
賓
の
中
か
ら
始
め
に

公
務
の
た
め
欠
席
の
長
崎
幸
太
郎
山
梨
県
知
事

に
代
わ
っ
て
渡
邊
和
彦
副
知
事
が
長
崎
知
事
の
祝

辞
を
代
読
し「
2
月
17
日
か
ら
2
期
目
の
任
期
を

迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。次
の
4
年
間
は
県
民
の

生
活
基
盤
を
強
く
安
心
な
も
の
と
す
る
ふ
る
さ
と

強
靭
化
、国
内
、海
外
に
も
開
か
れ
た
開か

い
の
国く

に

づ
く

り
を
基
本
方
針
と
し
て
豊
か
さ
に
到
達
で
き
る
よ

う
山
梨
を
更
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
。そ
の
た
め
に

も
様
々
な
立
場
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
山
梨
県
人
会

連
合
会
と
の
連
携
が
不
可
欠
、引
き
続
き
の
お
力

添
え
を
お
願
い
し
た
い
」と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え

た
。

　
続
い
て
山
梨
県
議
会
を
代
表
し
て
久
保
田
松
幸

議
長
か
ら「
3
年
ぶ
り
の
賀
詞
交
歓
会
の
盛
会
を

祝
す
と
共
に
県
人
会
の
皆
様
に
は
ふ
る
さ
と
山
梨

の
発
展
に
増
々
の
お
力
添
え
を
お
願
い
し
た
い
」

と
の
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。続
い
て
県
選
出
の
国

会
議
員
を
代
表
し
て
連
合
会
行
事
へ
の
初
め
て
の

出
席
と
な
る
小
沢
雅
仁
参
議
院
議
員
か
ら
、甲
府

市
山
城
地
区
出
身
な
ど
の
自
己
紹
介
と「
私
の
政

治
信
条
は
平
和
を
守
る
こ
と
に
あ
る
。山
梨
の
発

展
と
共
に
県
民
の
皆
様
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た

め
に
働
い
て
い
き
た
い
」な
ど
の
挨
拶
が
述
べ
ら
れ

た
。

　
次
に
市
町
村
長
を
代
表
し
て
山
梨
県
市
長
会

長
の
金
丸
一
元
南
ア
ル
プ
ス
市
長
か
ら「
県
内
市

町
村
は
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
の
感
染
防
止
対
策
や

物
価
の
高
騰
に
伴
う
経
済
対
策
な
ど
に
鋭
意
取
り

組
ん
で
い
る
が
、ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、新

た
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
や
企
業
誘
致
、

観
光
振
興
、農
産
物
の
販
路
拡
大
な
ど
の
施
策
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
。こ
れ
ら
の
取

り
組
み
を
よ
り
堅
実
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
県

人
会
連
合
会
と
県
内
市
町
村
の
連
携
が
不
可
欠
。

更
な
る
連
携
を
お
願
い
し
た
い
」と
述
べ
た
。

　
令
和
5
年
1
月
27
日
午
後
6
時
か
ら
目
黒
の

ホ
テ
ル
雅
叙
園
東
京
に
お
い
て
令
和
5
年
の
ス

タ
ー
ト
を
切
る
山
梨
県
人
会
連
合
会
の
新
春
賀

詞
交
歓
会
が
山
梨
か
ら
の
来
賓
25
名
を
始
め
役

員
な
ど
1
2
0
名
が
参
加
し
て
3
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
た
。

　
飯
窪
光
隆
総
務
副
委
員
長（
十
士
会
会
長
）の

司
会
進
行
に
よ
り
、中
込
勝
子
会
長
代
行
の
開
会

の
言
葉「
今
年
の
干
支
は
み
ず
の
と
卯
、飛
躍
と

向
上
の
年
で
す
。山
梨
県
と
県
人
会
連
合
会
が
共

栄
・
互
恵
の
道
を
歩
み
、実
り
あ
る
1
年
と
な
る
よ

う
祈
念
し
な
が
ら
親
睦
を
深
め
た
い
」と
開
会
の

言
葉
を
述
べ
、続
い
て
清
水
喜
彦
会
長
が「
コ
ロ
ナ

禍
の
第
8
波
が
続
く
中
で
慎
重
に
検
討
を
重
ね
、

万
全
の
対
策
を
取
っ
た
う
え
で
の
開
催
を
決
意
し

た
と
こ
ろ
山
梨
か
ら
も
多
数
の
来
賓
の
皆
様
の
来

場
を
得
て
本
日
の
開
催
と
な
っ
た
。こ
の
3
年
振

り
の
本
日
の
集
い
を
、県
人
会
活
動
の
本
来
の
目

的
で
あ
る
山
梨
ゆ
か
り
の
県
人
が
相
互
に
親
睦
を

深
め
、郷
土
山
梨
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
の
ス

タ
ー
ト
と
し
、み
ず
の
と
卯
の
年
に
相
応
し
く
ジ
ャ

ン
プ
で
き
る
よ
う
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
。ま

た
、昨
年
天
皇
杯
を
獲
得
し
た
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ

甲
府
の
A
C
L
ア
ジ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
リ
ー
グ
へ

令
和
５
年 

新
春
賀
詞
交
歓
会
開
催

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
県
人
会
活
動
に
向
け
て
口
火
を
切
る
賀
詞
交
歓
会
を
３
年
ぶ
り
に
開
催

第
８
波
の
高
止
ま
り
の
中
、コ
ロ
ナ
対
策
を
万
全
に
１
２
０
名
が
参
集
し
交
流
を
深
め
る
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続
い
て
懇
談
に
移
り
、乾
杯
は
山
梨
県
か
ら
提

供
さ
れ
た
甲
州
種
の
白
ワ
イ
ン
に
よ
り
連
合
会
の

総
務
委
員
長
を
務
め
る
中
村
芳
文
副
会
長
が
行
っ

た
。

　
懇
親
会
は
感
染
防
止
に
配
慮
し
て
、通
常
10
人

が
掛
け
る
円
卓
に
6
名
か
ら
7
名
掛
け
と
し
、ア

ク
リ
ル
板
を
設
置
し
て
の
開
催
と
な
っ
た
。ま
た
、

恒
例
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
今
回
は
行
わ
ず
、マ
ス

ク
会
食
の
ル
ー
ル
を
守
り
な
が
ら
の
懇
談
が
行
わ

れ
た
。和
や
か
な
裡
に
定
刻
と
な
り
、連
合
会
事

業
委
員
長
を
務
め
る
飯
島
登
美
夫
副
会
長
か
ら

閉
会
の
こ
と
ば
と「
3
月
8
日
に
は
事
業
委
員
会

の
今
年
度
初
め
て
の
事
業
と
し
て
、旧
山
梨
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
を
ク
ー
ル
や
ま
な
し
に
改
称
し
、山
梨

県
の
水
素
事
業
視
察
を
メ
イ
ン
に
市
川
三
郷
町
や

甲
州
市
を
訪
れ
る
ツ
ア
ー
を
計
画
し
て
い
る
の
で

奮
っ
て
ご
参
加
を
」と
の
お
願
い
が
あ
り
、関
東
一

本
締
め
で
午
後
8
時
の
散
会
と
な
っ
た
。
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た
貸
し
切
り
バ
ス
の
車
内
で
は
、飯
島
事
業
委
員
長
の
あ
い
さ
つ

や
米
倉
山
で
山
梨
県
と
東
京
電
力
、東
レ
が
出
資
し
て
水
素
ガ
ス

供
給
事
業
を
開
始
し
た（
株
）や
ま
な
し
ハ
イ
ド
ロ
ジ
ェ
ン
カ
ン
パ

ニ
ー（
Y
H
C
）の
会
長
に
就
任
し
て
い
る
連
合
会
の
清
水
会
長

も
事
業
内
容
の
紹
介
を
行
い
、更
に
山
梨
県
企
業
局
が
用
意
し
た

V
T
R
3
本
を
放
映
す
る
な
ど
真
剣
な
研
修
ツ
ア
ー
の
開
始
と
な

り
ま
し
た
。

米
倉
山
電
力
貯
蔵
技
術
研
究
サ
イ
ト（
甲
府
市
）

　
最
初
の
訪
問
先
、甲
府
市
中
道
町
の「
米
倉
山
電
力
貯
蔵
技
術

研
究
サ
イ
ト
」で
は
、3
月
30
日
オ
ー
プ
ン
を
前
に
、完
成
し
た
ば
か

り
の
セ
ミ
ナ
ー
棟
で
樋
口
雄
一
甲
府
市
長
代
理
の
田
中
健
康
市
長

室
長
が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
、甲
府
市
長
か
ら
キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん

の
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
に
入
っ
た『
甲
府
歴
史
も
の
が
た
り
』が
全
員
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。施
設
の
状
況
と
グ
リ
ー
ン
水
素
製
造
事
業

の
説
明
は
山
梨
県
企
業
局
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
推
進
室
宮

崎
和
也
室
長（
Y
H
C
取
締
役
）か
ら
行
わ
れ
、従
来
か
ら
山
梨
県

企
業
局
が
整
備
し
て
き
た
太
陽
光
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
で

発
電
さ
れ
た
電
力（
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
）で
市
の
水
道
水
を
電
気
分

解
し
て
製
造
さ
れ
る
グ
リ
ー
ン
水
素
製
造
シ
ス
テ
ム
や
リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
の
開
業
に
備
え
て
全
国
か
ら
水
素
関
連
の
研
究
施
設
や

企
業
を
誘
致
し
集
積
を
図
る「
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
研
究

開
発
ビ
レ
ッ
ジ
」の
進
捗
状
況
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

2
班
に
分
か
れ
て
Y
H
C
が
実
際
に
グ
リ
ー
ン
水
素
を
製
造
し
て

い
る「
P
2
G
実
証
研
究
棟
」や
水
素
の
充
填
や
輸
送
の
シ
ス
テ
ム
、

 

ク
ー
ル
ⓨ
や
ま
な
し
事
業

　
2
0
0
9
年（
平
成
21
年
）か
ら
11
年
続
い
て
き
た
山
梨
県
人
会

連
合
会
事
業
委
員
会
の
主
要
事
業「
や
ま
な
し
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」は

2
0
1
9
年
の
第
11
回
を
最
後
に
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
3
年
間
中
断

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、2
0
2
2
年
度
総
会
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
新
た
な
事
業
委
員
会（
飯
島
登
美
夫
委
員
長
）に
よ
り
名
称

も「
ク
ー
ル
や
ま
な
し
」事
業
と
改
め
、ふ
る
さ
と
山
梨
へ
の
里
帰
り

事
業「
ク
ー
ル
ⓨ
や
ま
な
し
」事
業
と
都
内
や
首
都
圏
の
山
梨
県
人

ゆ
か
り
の
事
績
を
訪
問
す
る「
ク
ー
ル
ⓣ
や
ま
な
し
」事
業
の
2
本

立
て
で
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
ほ
ど
2
0
2
2
年

度
の「
ク
ー
ル
ⓨ
や
ま
な
し
」事
業
の
第
1
弾
と
し
て
、「
米
倉
山
　

山
梨
県
産
グ
リ
ー
ン
水
素
見
学
ツ
ア
ー
」が
、快
晴
の
甲
州
路
を
め

ぐ
る
バ
ス
ツ
ア
ー
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
募
集
は
、コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
と
米
倉
山
の
研
究
施
設

の
完
成
を
待
っ
て
、年
明
け
か
ら
始
ま
り
、各
単
位
団
体
代
表
者
あ

て
に
当
初
40
名（
最
少
催
行
人
員
30
名
）で
通
知
さ
れ
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
第
8
波
の
収
束
の

兆
し
も
あ
っ
て
8
名
の
キ
ャ
ン

セ
ル
待
ち
と
い
う
状
況
に
な

り
、急
遽
バ
ス
を
49
人
乗
り
の

大
型
バ
ス
に
変
更
し
、最
終
的

に
清
水
喜
彦
会
長
始
め
46
名
の

参
加
者
と
な
り
ま
し
た
。

　
3
月
8
日
午
前
8
時
の
定

刻
に
新
宿
駅
西
口
を
出
発
し

事業委員会２０２２年度企画　CoolⓨYamanashi事業第1弾

「米倉山山梨県産グリーン水素
見学ツアー」を開催

米倉山電力貯蔵
技術研究サイト
（甲府市）

「やまなしカミングデー」から「CoolⓨYamanashi」へ。
企画事業第１弾は、山梨県産グリーン水素の供給プロジェクト視察と日本一の絶景温
泉「みたまの湯」で食と温泉を楽しみ、老舗ワイナリーで甲州ワインの魅力を堪能する
ツアーを開催。清水会長以下４６名が快晴の甲州路を満喫。
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丸
藤
葡
萄
酒
工
業（
甲
州
市
勝
沼
）

　
3
番
目
の
訪
問
先
は「
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
」の
商
標
で

名
高
い
1
8
9
0
年
創
業
の
老
舗
ワ
イ
ナ
リ
ー「
丸

藤
葡
萄
酒
」で
し
た
。4
代
目
大
村
春
夫
社
長
の
出

迎
え
を
受
け
て
、狩
野
高
嘉
工
場
長
の
案
内
に
よ
る

工
場
見
学
と
大
村
社
長
の
ワ
イ
ン
解
説
付
き
の
試

飲
会
の
2
班
に
分
か
れ
て
研
修
を
開
始
。黴
に
覆
わ

れ
た
年
代
物
の
ボ
ト
ル
が
並
ぶ
貯
蔵
庫
な
ど
を
見

な
が
ら
ワ
イ
ン
製
造
の
工
程
の
説
明
を
受
け
る
と
試

飲
へ
の
期
待
も
高
ま
り
ま
す
。試
飲
会
で
は
ル
バ
イ

ヤ
ー
ト
で
一
番
人
気
の
甲
州
シ
ュ
ー
ル
リ
ー
か
ら
赤

の
高
級
酒
ま
で
4
種
類
の
ワ
イ
ン
を
試
飲
。テ
イ
ス

テ
ィ
ン
グ
の
や
り
方
か
ら
料
理
と
の
相
性
を
考
慮
し

て
の
ワ
イ
ン
の
選
び
方
ま
で
大
村
社
長
の
ワ
イ
ン
へ

の
愛
情
た
っ
ぷ
り
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
堪
能
し
ま

し
た
。

　
や
ま
な
し
観
光
推
進
機
構
の
念
入
り
な
運
営
で

全
て
定
刻
通
り
に
進
ん
だ
ツ
ア
ー
も
帰
途
に
移
り
、

車
内
で
は
、鈴
木
幹
夫
甲
州
市
長
か
ら
差
し
入
れ
頂

い
た
赤
・
白
の
山
梨
ワ
イ
ン
を
味
わ
い
な
が
ら
ク
ー

ル
ⓨ
や
ま
な
し
第
1
弾
の
研
修
を
終
了
し
ま
し
た
。

（
事
業
委
員
会
）

研
究
開
発
ビ
レ
ッ
ジ
に
入
居
予
定
の
8
社
の
う
ち
、

既
に
東
京
お
台
場
か
ら
移
転
完
了
し
た（
株
）F

C

―
C
u
b
i
c
の
研
究
施
設
で
行
わ
れ
て
い
る
実
証

実
験
の
様
子
を
見
学
し
、研
究
か
ら
実
用
化
に
向
け

て
実
際
に
展
開
さ
れ
て
い
る
グ
リ
ー
ン
水
素
事
業
に

つ
い
て
充
実
し
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

み
は
ら
し
の
丘
み
た
ま
の
湯（
市
川
三
郷
町
）

　
2
番
目
の
訪
問
先
、市
川
三
郷
町
営
の「
み
た
ま

の
湯
」は
温
泉
総
選
挙「
絶
景
部
門
」4
年
連
続
日
本

一
を
誇
る
名
湯
で
周
囲
の
肥
沃
な「
の
っ
ぷ
い
」と
呼

ば
れ
る
土
壌
を
活
か
し
て
栽
培
さ
れ
る
長
尺
の
大
塚

に
ん
じ
ん
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の「
甘
々
娘
」で
も
名
高

い
地
域
で
す
。地
元
の
遠
藤
浩
市
川
三
郷
町
長
の
出

迎
え
を
受
け
て
、「
甲
府
盆
地
を
隔
て
て
正
面
に
八
ヶ

岳
、左
に
南
ア
ル
プ
ス
の
絶
景
を
眺
め
な
が
ら
温
泉

を
楽
し
ん
で
頂
き
、是
非
ふ
る
さ
と
納
税
に
も
ご
協

力
を
」と
の
歓
迎
の
挨
拶
と
共
に
毎
年
8
月
7
日
に

開
催
さ
れ
る
神
明
の
花
火
大
会
の
ロ
ゴ
を
配
し
た
タ

オ
ル
と
大
塚
に
ん
じ
ん
の
形
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。昼
食
は
そ
の
大
塚
に
ん

じ
ん
や
全
て
地
元
の
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
和

食
が
供
さ
れ
、た
っ
ぷ
り
と
っ
た
休
憩
時
間
を
使
っ
て

日
本
一
の
絶
景
露
天
風
呂
を
楽
し
み
、併
設
さ
れ
た

直
売
所
で
は
新
鮮
な
野
菜
を
購
入
し
て
い
ま
し
た
。

丸藤
葡萄酒工業
（甲州市勝沼）

みはらしの丘
みたまの湯
（市川三郷町）
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江戸時代「一宮の人」は好奇心旺盛だった？
　本号は「開花号」で開花というと笛吹市一宮町の桃源郷のような桃の花を思い出します。その一宮で
江戸時代、記録に残った方と記録を残した方がいます。紹介します。
1.記録に残った一宮人
　「古事記伝」を著した江戸時代の国学者「本居宣長」をご存じでしょうか？ 以前、外科の研究会が三重県であり、
その際松阪市にある「本居宣長記念館」を訪れました。記念館に入ると宣長が小児期から書き残した膨大な日記

（生まれた日から日記がある）、10代の頃に自分で書いた詳細な日本地図などが展示してあり、圧倒されました。
この記念館は色んな意味で凄いです。ぜひ1度訪れて下さい。
　同館を訪れて、初めて宣長が医師であった事、そして医師になる為に京都で修行中の27歳の時にそれまで顧
みられなかった「古事記」を発見、その後松坂で医業をなしつつ古事記の研究に勤しみ、34歳から69歳まで「古
事記伝」を刊行（1－44巻）。昼間は医師として働き、夜、古事記の研究を行っていたのです。「今年は患者さんが多
かったので収入が安定した」と書き残していて親しみがもてます。
　「古事記伝」を刊行したことで、日本中にその名を知られるようになり、色々な方が全国から宣長の居住する松
坂に来て、教えを乞うています。宣長は学びに来た人々の名前を書き残しています（1777-1800年：300名）。そ
の名簿が展示してあり、中に甲斐国一宮の名前があり驚きました。

本居宣長記念館編「新版本居宣長の不思議」（2013年）91頁より引用
（同館の許可を得ています）
“甲斐国一ノ宮 神職 古屋日向 伴真章”
とあります。一宮浅間神社の神職の方だと予想します。神職の方が宣長の下を訪れた
のは古事記に関係しています。 延喜式神名帳（907年）に載っている古い神社の「御祭
神」は古事記に記された神様です。一宮浅間神社も同帳に載っていてその御祭神は「木
花開耶姫（このはなさくやびめ）」です。古事記に記されている神様です。宣長が「自分達
の神社の御祭神が記されている古事記」に光を当ててくれたので、一宮から宣長に教
えを請いにいったのでしょう。そして記録に残りました。

2.記録を残した一宮人
　磯田道史著「日本史の内幕」（中央公論社2017年）は様々な古文書を解説した本です。読んでいて一宮が出て
きました。幕末「甲斐国八代郡南田中村 田中伝左衛門」さんが書き残した金比羅参りの旅行記「天保11年（1840
年）道中日記帳」を同書で紹介をしています。それによると、伝左衛門さんは久能山東照宮を参詣したり、安倍川で

「餅」を堪能したり、桶狭間の古戦場を訪れたり、大阪で人形浄瑠璃を楽しんだりと、かなり豪華な旅をしている
様子などがうかがわれるのだそうです。
　磯田氏の真骨頂である「とことん調べる」事を思わせる記述があります。一部、略して引用します。「この日記を書
いた伝左衛門の子孫を探せないかと思った。南田中村は現在の笛吹市一宮町田中である。電話帳を見ると田中
姓の家が10軒足らずある。グーグルで“田中電気”という郵便ポストが店の前にある電気屋さんを見つけた。ポス
トが家の前にある家は古い。この店に電話をかけた」なんというか、ここまでするか（笑）。結局、この電気屋さんで
はなくて、他の田中さんが「田中伝左衛門」さんの子孫だとわかったと書いています。本物の歴史家は徹底的に調
べるのですね。どうやって笛吹市の電話帳を見たのでしょうか？　
　たまたま「一宮」の名前が目にとまったのですが、一宮の方は江戸時代、好奇心旺盛だったのではないかと思い
ました。一宮は叔父の家があり、従兄弟と一緒に遊んだなじみ深い土地です。その「一宮」を見てうれしくなり紹介
しました。

望月 吉彦（首都圏甲府会副会長）　
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米
山 

好
映 

氏

富
国
生
命
保
険
相
互
会
社

代
表
取
締
役
社
長

―
ご
出
身
は
旧
中
道
町
と
お
聞
き
し
て

い
ま
す

　

そ
う
で
す
。
中
道
町
の
白
井
と
い
う

所
で
す
。
境
川
と
い
う
川
を
挟
ん
で
す

ぐ
隣
が
境
川
村
で
、
テ
レ
ビ
塔
の
あ
る

坊
ケ
峰
の
下
で
育
ち
ま
し
た
。
家
は
養

蚕
の
ほ
か
米
も
野
菜
も
自
給
す
る
小
さ

な
農
家
で
し
た
。

―
地
元
の
小
中
学
校
に
通
わ
れ
た
の
で

す
か

　

は
い
。
小
学
校
は
中
道
北
小
学
校
、

中
学
校
は
そ
の
隣
に
あ
っ
た
中
道
北
中

学
校
で
す
。
中
道
北
中
は
私
が
卒
業
し

た
後
に
中
道
南
中
と
豊
富
中
と
合
併
し

て
笛
南
中
学
校
に
変
わ
り
ま
し
た
が
、

私
の
頃
ま
で
は
小
中
学
校
共
に
70
人
が

2
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
ず
っ
と
同
じ
顔

ぶ
れ
の
本
当
に
田
舎
の
小
さ
な
学
校
で

し
た
。

―
ど
ん
な
子
供
時
代
で
し
た
か

　

実
は
私
は
小
学
3
年
生
位
ま
で
は
学

校
に
行
く
の
が
つ
ら
く
て
、
今
で
言
う

不
登
校
の
一
歩
手
前
の
よ
う
な
子
供
で

し
た
。
保
育
園
に
も
行
っ
て
な
く
て
、

保
育
園
の
先
生
が
自
転
車
で
迎
え
に
来

て
く
れ
た
の
に
「
帰
れ
」
と
言
っ
て
石

を
投
げ
た
こ
と
を
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
覚

え
て
い
ま
す
。
何
の
切
っ
掛
け
が
あ
っ

て
普
通
に
学
校
に
行
け
る
よ
う
に
な
っ

た
の
か
は
思
い
出
せ
な
い
の
で
す
が
、

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
て
、
こ
の
子
供

時
代
の
記
憶
と
い
う
の
が
ほ
と
ん
ど
な

い
の
で
す
。
心
理
学
で
い
う
良
い
思
い

出
が
無
い
の
で
無
意
識
に
記
憶
を
消
し

て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
く

ら
い
で
す
。
農
家
で
す
か
ら
家
の
仕
事

は
よ
く
手
伝
い
ま
し
た
。
私
は
田
ん
ぼ

や
畑
に
も
行
っ
た
の
で
す
が
、
不
思

米山好映氏に聞く
Linkage Interview

議
な
こ
と
に
3
つ
違
い
の
兄
は
少
し
も

手
伝
わ
ず
に
本
を
読
ん
で
い
ま
し
た
。

私
の
読
書
好
き
は
こ
の
文
学
青
年
で
詩

を
書
い
た
り
し
て
い
た
兄
の
影
響
で
す

が
、
結
局
こ
の
兄
が
農
家
を
継
い
で
、

私
は
東
京
に
出
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

―
高
校
は
甲
府
一

高
で
私
の
一
年
先

輩
で
す

　

小
中
学
校
共
に

小
さ
な
学
校
で
し

た
か
ら
、
普
通
に

試
験
前
に
勉
強
す

る
く
ら
い
で
も
中

2
頃
ま
で
は
成
績

も
一
番
が
続
き
、

児
童
会
長
、
生
徒

会
長
も
務
め
、
部

活
の
野
球
部
で
も

ピ
ッ
チ
ャ
ー
で
主

将
で
し
た
。
そ
ん
な
「
優
等
生
」
の
自

分
が
い
や
に
な
り
、
中
3
頃
に
は
遊
び

呆
気
ま
し
た
。
ま
た
先
生
か
ら
「
中
道

北
中
か
ら
も
最
低
一
人
は
甲
府
一
高
に

行
っ
て
く
れ
な
い
と
困
る
」
な
ど
と
言

わ
れ
て
そ
れ
が
本
当
に
い
や
で
し
た
。

私
の
両
親
は
全
く
の
放
任
主
義
で
、
こ

の
時
も
大
学
進
学
の
時
も
何
も
言
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
自
分
で
は
特
に
一
高
に

行
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
な
か
っ
た

の
で
す
。
し
か
し
、
結
果
と
し
て
甲
府

一
高
で
今
も
交
友
が
続
く
後
に
日
販
の

社
長
と
な
る
古
屋

文
明
は
じ
め
生
涯

の
友
人
4
人
に
出

会
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

―
野
球
は
続
け
な

か
っ
た
の
で
す
か

　

田
舎
の
中
学
で

は
ピ
ッ
チ
ャ
ー
で

キ
ャ
プ
テ
ン
も
務

ま
り
ま
し
た
が
、

こ
の
時
の
甲
府
一

高
は
甲
子
園
に
出

場
し
た
位
の
レ
ベ

ル
で
し
た
し
私
は

背
が
小
さ
か
っ
た
の
で
と
て
も
。
そ
れ

に
中
3
の
時
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
鬱
屈

し
た
よ
う
な
気
持
ち
は
ず
っ
と
続
い
て

い
て
、
通
学
に
必
要
だ
っ
た
バ
イ
ク
の

免
許
を
取
っ
て
か
ら
は
も
う
雷
族
で
し

た
。
自
分
で
バ
イ
ク
を
改
造
し
て
笛
吹

川
の
河
原
で
モ
ト
ク
ロ
ス
も
ど
き
の
こ

と
を
や
る
こ
と
に
夢
中
で
し
た
。

―
早
大
政
経
学
部
に
進
学
し
ま
す

　

勉
強
は
ほ
と
ん
ど
し
な
い
で
バ
イ
ク

に
夢
中
の
高
校
生
活
で
し
た
か
ら
成
績

も
悪
く
、
大
学
に
進
学
す
る
と
い
う

は
っ
き
り
と
し
た
針
路
も
持
て
な
い
で

い
ま
し
た
。
し
か
し
古
屋
と
望
月
透
と

い
う
二
人
の
友
人
か
ら
「
一
緒
に
早
稲

田
を
受
け
な
い
か
」
と
強
く
誘
わ
れ
て

受
験
す
る
こ
と
に
な
り
、
担
任
に
こ
の

こ
と
を
告
げ
る
と
「
君
の
成
績
で
合
格

す
る
訳
が
な
い
」
と
言
わ
れ
、
憤
慨
し

ま
し
た
が
案
の
定
、
古
屋
と
望
月
は
現

役
で
合
格
し
私
は
落
ち
ま
し
た
。
こ
の

時
も
二
人
は
特
に
望
月
は
渋
る
私
を
説

得
す
る
だ
け
で
な
く
、
予
備
校
も
下
宿

も
決
め
て
英
語
の
辞
書
ま
で
買
っ
て
く

れ
て
「
早
稲
田
に
来
い
」
と
言
っ
て
く

れ
た
の
で
す
。
こ
の
4
月
か
ら
の
半
年

は
高
校
3
年
間
分
の
勉
強
を
し
て
翌
年

早
稲
田
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
二
人
が
居
な
け
れ
ば
今
の
私
は
あ

り
ま
せ
ん
。

―
早
稲
田
の
学
生
生
活
は
ど
う
で
し
た

か
　

自
分
で
は
「
苦
学
生
」
だ
と
思
っ
た

こ
と
は
な
い
の
で
す
が
、
生
活
費
は
ア

ル
バ
イ
ト
で
稼
ぎ
出
し
て
い
ま
し
た
。

当
時
は
ス
ト
ラ
イ
キ
で
授
業
も
な
か
っ

た
の
で
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
ア
ル
バ
イ
ト

を
経
験
し
ま
し
た
が
特
に
実
入
り
が
良

か
っ
た
の
は
引
っ
越
し
の
ア
ル
バ
イ
ト

で
し
た
。
体
力
的
に
は
大
変
で
す
が
終

わ
る
と
チ
ッ
プ
も
も
ら
え
た
の
で
す
。

―
就
活
は
一
切
し
な
い
で
富
国
生
命
一

本
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
が

　

3
年
生
の
頃
か
ら
ボ
ツ
ボ
ツ
授
業
も

始
ま
り
、
4
年
に
な
る
と
周
囲
は
皆
就

職
に
向
け
て
動
き
出
し
ま
し
た
。
私
は

何
に
な
る
と
い
う
確
た
る
も
の
が
無
く

て
、
で
き
れ
ば
暫
く
は
こ
の
ま
ま
で
居

た
い
と
い
う
位
の
気
持
ち
で
し
た
が
4

年
の
夏
休
み
が
終
わ
る
頃
に
山
梨
に
帰

る
と
こ
れ
ま
で
何
も
言
わ
な
か
っ
た
母

親
か
ら
「
折
角
大
学
ま
で
出
し
た
の
だ

か
ら
就
職
し
て
欲
し
い
」
と
言
わ
れ
て

こ
れ
は
効
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
一
切

干
渉
さ
れ
た
こ
と
が
無
く
放
任
の
状
態

で
自
由
に
し
て
く
れ
て
い
た
母
親
か
ら

の
一
言
で
し
た
の
で
当
時
私
淑
し
て
い

た
郷
土
出
身
の
小
林
中
（
あ
た
る
＝
コ

バ
チ
ュ
ー
）
の
会
社
に
行
こ
う
と
こ
の

時
決
め
ま
し
た
。

注
目
!
甲
州
人
�

甲
府
一
高
で
出
会
っ
た
生
涯
の
友
に
誘
わ
れ
て
早
大
政
経
学
部
に
進
学
。母
親
の
一
言
で
私
淑
す
る
郷
土
の
偉
人　
「
小
林
中（
コ

バ
チ
ュ
ー
）」が
い
た
富
国
生
命
に
入
社
、２
０
１
０
年
第
９
代
社
長
に
。激
動
す
る
生
保
業
界
の
中
で
創
業
１
０
０
年
を
迎
え

る
富
国
生
命
の
独
自
の
社
風
と
人
づ
く
り
の
哲
学
を
伺
っ
た

聞
き
手 

山
梨
県
人
会
連
合
会
広
報
委
員
長
　
山
下
昌
彦
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様
々
な
本
を
濫
読
す
る
中
で
戦
後

日
本
の
復
興
や
成
長
を
リ
ー
ド
し
た

の
は
政
治
で
は
吉
田
茂
、
経
済
で
は

小
林
中
と
い
う
の
が
私
の
持
論
で
す

が
、
3
年
生
の
頃
に
コ
バ
チ
ュ
ー
の

資
料
を
探
し
た
り
し
て
私
淑
を
自
認

し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
10
月
頃
で

し
た
か
当
時
は
靖

国
神
社
境
内
の
遊

就
館
内
に
あ
っ
た

本
社
で
三
次
募
集

の
面
接
を
受
け
た

の
で
す
。
面
接
で

尊
敬
す
る
人
物
は

と
聞
か
れ
、
当
然

「
甲
府
一
高
の
大

先
輩
の
小
林
中
と

石
橋
湛
山
」
と
答

え
ま
し
た
が
金
融

と
か
生
保
の
業
界

に
つ
い
て
は
何
も
知
ら
ず
た
だ
「
コ
バ

チ
ュ
ー
」
の
み
で
決
め
ま
し
た
。

―
入
社
後
は
横
浜
月
掛
支
社
を
皮
切
り

に
様
々
な
部
署
を
経
験
さ
れ
て
い
ま
す

　

何
も
知
ら
ず
に
入
っ
た
生
保
業
界
で

す
が
最
初
に
配
属
さ
れ
た
横
浜
支
社
で

生
命
保
険
の
原
点
を
知
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
口
座
引
き
落
と
し
が
出
来
な
く

な
っ
た
契
約
者
の
所
を
訪
問
す
る
の
で

す
が
残
高
が
残
り
少
な
く
な
っ
た
通
帳

を
見
せ
ら
れ
て
、
こ
う
い
う
契
約
者
に

万
一
の
こ
と
が
あ
っ
た
時
に
生
命
保
険

会
社
が
破
綻
し
て

約
束
し
た
保
障
額

を
払
え
ま
せ
ん
と

い
う
事
態
は
絶
対

あ
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
だ
と
痛
感

し
ま
し
た
。
物
を

作
っ
て
い
る
会
社

は
倒
産
し
て
も
社

員
は
困
り
ま
す
が

お
客
様
は
困
り
ま

せ
ん
。
一
方
生
保

で
は
契
約
者
様
全

員
が
重
大
な
影
響

を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
こ
に
我
が
社
が
規
模
拡

大
よ
り
健
全
な
経
営
を
目
指
し
、
相
互

会
社
の
形
態
に
こ
だ
わ
る
理
由
が
あ
り

ま
す
。
全
て
は
生
命
保
険
の
特
性
で
あ

る
顧
客
と
の
長
い
契
約
関
係
を
確
実
に

保
障
す
る
た
め
で
す
。

―
そ
れ
で
も
バ
ブ
ル
期
に
は
資
産
運
用

部
門
に
い
て
当
時
の
社
長
の
方
針
を
理

解
で
き
な
か
っ
た
と
か

　

一
九
八
〇
年
代
後
半
の
運
用
を
担
当

す
る
財
務
企
画
室
長
時
代
は
丁
度
バ
ブ

ル
期
と
重
な
り
ま
す
。
日
本
中
が
バ
ブ

ル
に
浮
か
れ
て
株
と
不
動
産
の
投
機
に

走
っ
た
時
代
に
当
時
の
古
屋
哲
男
社
長

か
ら
は
「
株
と
不
動
産
は
買
う
な
」
と

い
う
指
示
が
下
り
ま
す
。
し
か
も
そ
の

指
示
は
2
〜
3
年
で
は
な
く
て
ず
っ
と

続
き
ま
す
。
古
屋
社
長
自
身
が
長
く
運

用
部
門
で
株
式
や
不
動
産
投
資
を
担
当

し
て
き
た
経
験
か
ら
「
株
も
不
動
産
も

高
過
ぎ
る
」
と
い
う
信
念
は
揺
る
が

ず
、
リ
ス
ク
の
高
い
変
額
保
険
を
売
ら

な
か
っ
た
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
こ
の
深

い
見
識
の
真
価
を
理
解
す
る
こ
と
に
な

る
の
は
バ
ブ
ル
が
崩
壊
し
て
か
ら
で
し

た
。

―
そ
の
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
総
合
企
画
室

長
と
し
て
九
〇
年
代
末
の
生
保
破
綻
、

再
編
の
危
機
に
遭
遇
し
ま
す

　

富
国
生
命
の
横
並
び
を
嫌
い
他
社
と

の
差
別
化
に
こ
だ
わ
る
独
自
の
企
業
風

土
を
守
り
続
け
る
こ
と
と
安
心
を
担
保

す
る
堅
実
な
運
用
と
い
う
方
向
性
に
迷

い
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
実
際
に
生

保
の
破
綻
が
始
ま
る
と
風
評
被
害
を
防

ぐ
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
本
当
に
悩

み
ま
し
た
。
そ
れ
を
考
え
抜
い
た
末
、

格
付
け
会
社
の
格
付
け
取
り
に
行
っ
て

高
い
格
付
け
評
価
を
取
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
弊
社
と
同
規
模
の
生
保
会
社

が
次
々
に
破
綻
し
ま
し
た
が
、
会
社
の

健
全
性
は
規
模
で
は
な
い
こ
と
が
証
明

さ
れ
ま
し
た
。

―
そ
の
後
取
締
役
、
常
務
を
経
て

二
〇
一
〇
年
に
社
長
に
就
任
さ
れ
ま
す

　

社
長
就
任
は
全
く
の
想
定
外
で
し
た

が
、
日
経
新
聞
始
め
メ
デ
ィ
ア
も
皆
同

様
の
反
応
で
し
た
。
ま
だ
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
の
余
燼
が
燻
る
中
で
、
就
任

直
後
に
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
り
、
直

ぐ
に
若
手
の
職
員
が
支
援
物
資
を
か
き

集
め
て
福
島
・
宮
城
に
行
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
私
は
3
月
28
日
か
ら
福
島
・
宮

城
に
入
り
ま
し
た
。
現
場
で
営
業
職
員

が
自
分
の
家
が
流
さ
れ
た
の
に
、
家
族

よ
り
先
に
顧
客
の
安
否
確
認
を
行
う

姿
に
事
実
上
の
創
業
者
、
2
代
目
社
長

の
吉
田
義
輝
が
唱
え
た
「
契
約
者
本

位
」
を
目
の
当
た
り
に
し
て
感
動
し
ま

し
た
。
ま
た
最
初
に
手
を
付
け
た
の
は

「
人
づ
く
り
」
で
す
。
就
任
直
後
に
人

材
開
発
本
部
を
作
り
本
部
長
に
就
任
し

ま
し
た
。
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
と
も
す
れ

ば
削
減
さ
れ
る
傾
向
だ
っ
た
研
修
や
教

育
に
力
を
入
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

若
手
総
合
職
対
象
の
「
経
営
塾
」
を
設

け
た
り
、
私
と
5
〜
6
名
の
職
員
で
車

座
に
な
っ
て
行
う
「
車
座
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
を
本
社
と
全
国
各
地
の
拠
点
で

行
っ
て
い
ま
す
が
既
に
3
0
0
回
に
及

び
ま
す
。

　

お
陰
様
で
若
手
の
職
員
た
ち
が
2
代

目
社
長
の
吉
田
義
輝
の
事
績
を
ま
と

め
た
冊
子
「
創
業
の
心
」
を
作
っ
て

1
万
3
千
人
の
全
職
員
に
配
布
す
る
と

か
、
富
国
独
自
の
社
風
を
更
に
磨
い
て

浸
透
す
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
来
た
と
自

負
し
て
い
ま
す
。

―
18
歳
ま
で
育
っ
た
山
梨
の
風
土
に
つ

い
て
は
ど
ん
な
思
い
を
お
持
ち
で
し
ょ

う
か

　

私
が
育
っ
た
中
道
か
ら
富
士
山
は
見

え
ま
せ
ん
が
八
ヶ
岳
と
南
ア
ル
プ
ス
の

素
晴
ら
し
い
景
観
を
眺
め
な
が
ら
育
ち

ま
し
た
。
ま
た
子
供
の
頃
は
田
ん
ぼ
で

下
駄
ス
ケ
ー
ト
が
で
き
る
く
ら
い
冬
の

寒
さ
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
山
梨
の
景
観
と
夏
暑
く
冬
寒
い
気

候
風
土
が
明
治
期
に
「
灯
り
と
足
を
押

さ
え
ろ
」
と
言
っ
て
日
本
の
基
盤
を
作

り
上
げ
た
甲
州
財
閥
と
言
わ
れ
る
人
々

を
生
み
出
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

―
人
口
減
少
時
代
の
山
梨
は
こ
れ
か
ら

ど
う
あ
る
べ
き
で
し
ょ
う
か

　

私
は
人
口
が
減
る
こ
と
が
悪
い
こ
と

だ
と
い
う
考
え
方
に
与
し
ま
せ
ん
。
江

戸
時
代
も
暗
黒
の
封
建
社
会
だ
っ
た

と
い
う
見
方
か
ら
も
っ
と
豊
か
な
社

会
だ
っ
た
の
で
は
と
い
う
見
方
が
最
近

は
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
現
代
の
風

潮
は
豊
か
さ
を
経
済
指

標
だ
け
で
判
断
し
、
失

わ
れ
た
30
年
と
決
め
つ

け
ま
す
が
、
こ
の
30
年

の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者

や
建
築
界
の
ノ
ー
ベ
ル

賞
と
言
わ
れ
る
プ
リ
ツ

カ
ー
賞
の
受
賞
者
や
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
界
で
の

日
本
人
の
活
躍
な
ど
を

考
え
れ
ば
社
会
の
豊
か

さ
を
人
口
や
経
済
指
標

だ
け
で
判
断
す
る
こ
と

は
間
違
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
山
梨
は
こ

れ
だ
け
東
京
に
近
い
所
で
素
晴
ら
し
い

自
然
環
境
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
移
住

希
望
者
も
常
に
5
番
目
以
内
に
入
っ
て

い
ま
す
よ
ね
。
私
も
東
京
へ
出
る
ま
で

は
田
舎
の
鬱
陶
し
さ
か
ら
逃
げ
出
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
の
で
す

が
、
十
数
年
前
か
ら
引
退
後
は
山
梨
に

戻
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
り

ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
景
観
と
自
然
環

境
は
そ
れ
だ
け
価
値
の
あ
る
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
人
口
減
少
な
ど
恐
れ
ず
、

価
値
の
あ
る
も
の
を
守
っ
て
豊
か
さ
を

追
求
し
て
い
け
ば
良
い
の
だ
と
思
い
ま

す
。

―
山
梨
県
人
、
山
梨
の
若
者
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を

　

山
梨
の
人
は
優
れ
た
景
観
や
自
然
環

境
と
共
に
郷
土
が
生
ん
だ
明
治
以
降
の

日
本
を
創
っ
た
偉
人
た
ち
に
も
っ
と
誇

り
を
持
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
と
も
す
る
と
山
梨
の
人
は
い
っ

ぺ
ん
に
信
玄
公
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
し

ま
っ
て
明
治
以
降
の
日
本
を
創
っ
た
先

人
達
の
こ
と
を
忘
れ
が
ち
で
す
。
も
っ

と
見
直
し
て
誇
り
と
す
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。

米山好映氏に聞く
Linkage Interview

略　歴　米山 好映（よねやま よしてる）
1950年(昭和25年)6月23日生
現役職　代表取締役社長 社長執行役員
出身地　山梨県中道町（現甲府市）
学　歴　1969年(昭和44年)3月　甲府第一高等学校卒業
　　　　1974年(昭和49年)3月　早稲田大学政治経済学部卒業

職歴
1974年(昭和49年)  4月　富国生命保険相互会社 入社
1988年(昭和63年)10月　財務企画室長
1998年(平成10年)  4月　総合企画室長
2002年(平成14年)  7月　取締役 総合企画室長
2005年(平成17年)  7月　常務取締役
2009年(平成21年)  4月　取締役 常務執行役員
2010年(平成22年)  7月　代表取締役社長 社長執行役員
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自
己
紹
介

　

私
は
静
岡
県
藤
枝
市
生
ま
れ
で
山
梨

大
学
進
学
を
き
っ
か
け
に
山
梨
県
に
移

住
、在
学
中
に
起
業
し
ま
し
た
。自
ら
の

事
業
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、起
業
創
業
の

促
進
に
係
る
取
り
組
み
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
へ
の
投
資
、ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
活

動
、事
業
を
介
し
た
地
域
課
題
の
解
決
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
山
梨
県
内
で

は
山
梨
大
学
、山
梨
県
立
大
学
、甲
府
工

業
専
攻
科
に
て
次
代
を
担
う
若
者
向
け

に
起
業
家
精
神
醸
成
に
係
る
授
業
を
担

当
し
て
い
ま
す
。山
梨
を
活
性
化
す
る
た

め
に
は
強
い
産
業
を
山
梨
に
創
出
し
、そ

の
担
い
手
を
育
む〝
し
か
け
〟が
必
要
と

考
え
、県
内
の
優
れ
た
方
々
を
取
締
役
や

株
主
に
お
迎
え
し
て
2
0
1
7
年
11
月

15
日
に
ヴ
ィ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
パ
ワ
ー
を
設
立

し
ま
し
た
。

 
事
業
内
容
に
つ
い
て

　

私
た
ち
は
新
電
力
を
メ
イ
ン
事
業
と

し
て
お
り
、お
客
様
に
電
力
供
給
を
行

う
と
い
う
と
て
も
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
す

が
、想
い
や
理
念（
パ
ー
パ
ス
）に
特
徴
が

あ
り
ま
す
。

　

ヴ
ィ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
パ
ワ
ー
の
理
念（
パ
ー

パ
ス
）は
、新
電
力
と
し
て
経
済
の
循

環
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
循
環
を
同
時
に
満

た
す
こ
と
で
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
に
貢
献
す
る
こ
と
。ま
た「
創
業
報

県
」（
起
業
·
創
業
を
活
性
化
さ
せ
て

山
梨
県
に
報
い
る
）を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

し
、新
事
業
に
取
り
組
む
事
業
者
へ
の

投
資
や
、文
化
、福
祉
領
域
に
対
す
る

公
共
的
な
事
業
に
投
資
を
行
う
こ
と

で
す
。そ
の
た
め
に
、単
に
電
力
供
給
を

行
う
だ
け
で
な
く
、S
U
S
T
I
C
E

（
s
u
s
t
a
i
n
a
b
l
e 

c
ho
i
c
e
）

と
い
う
電
力
メ
ニ
ュ
ー
を
創
設
し
、お
客

様
が
自
ら
選
択
し
、我
々
に
お
支
払
い
い

た
だ
い
て
い
る
電
力
料
金
の
一
部
を
各
種

課
題
解
決
に
取
り
組
む
団
体
へ
の
寄
付
、

高
校
生
や
大
学
生
、社
会
人
等
が
起
業

創
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
よ
う
な
取
り
組

み（
M
t.
F
u
j
i
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
プ
、Y
︲
N
E
X
T
）等
に
対
す

る
資
金
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
発
想
の
原
点
は
、私
が

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
訪
れ
た
時
の
体
験
に

あ
り
ま
す
。現
地
の
社
会
起
業
家
に
対
し

て
、私
た
ち
は
産
学
官
民
の
連
携
で
地
域

課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い

う
話
を
し
た
際
に
、な
ぜ
“
官
”
が
入
っ

て
い
る
の
か
、そ
の
役
目
は
何
か
と
い
う

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。財
源（
税
金
を
拠

出
す
る
こ
と
）が
メ
イ
ン
と
い
う
こ
と
を

伝
え
た
と
こ
ろ
、「
そ
れ
は
ナ
ン
セ
ン
ス
、

地
域
の
課
題
は
地
域
の
プ
レ
イ
ヤ
ー（
民

間
）で
解
決
す
る
べ
き
。財
源
も
民
間
で

生
み
出
す
べ
き
で
あ
り
ア
メ
リ
カ
は
民
間

や
市
民
か
ら
の
寄
付
の
受
け
皿
で
あ
る

財
団
法
人
が
そ
れ
を
担
っ
て
い
る
。」と
い

う
や
り
取
り
で
し
た
。私
は
ま
だ
ま
だ
寄

付
文
化
が
薄
い
日
本
に
お
い
て
ど
の
よ
う

に
持
続
可
能
な
財
源
を
生
み
出
す
仕
組

み
を
作
れ
ば
良
い
の
か
を
考
え
、電
力
の

自
由
化
に
目
を
付
け
、そ
こ
か
ら
こ
の
事

業
は
始
ま
り
ま
し
た
。山
梨
県
に
は
電
力

会
社
が
存
在
し
て
い
な
い
た
め
、エ
ネ
ル

ギ
ー
は
外
部
に
依
存
し
て
い
ま
す
。そ
れ

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
費
が
外
に
出
て
行
っ
て
い

る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。そ
れ
を
止

め
て
、財
源
を
作
り
山
梨
県
内
に
回
す
。

ま
た
、積
極
的
に
県
外
や
海
外
へ
も
投
資

を
行
い
、山
梨
県
色
の
お
金
を
増
や
し
、

山
梨
に
還
流
さ
せ
る
。そ
う
い
っ
た
想
い

に
賛
同
し
て
く
れ
た
株
主
や
取
締
役
、

社
員
、お
客
様
の
お
か
げ
で
ヴ
ィ
ジ
ョ
ナ

リ
ー
パ
ワ
ー
そ
の
も
の
が
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。

 

今
後
の
事
業
展
望
に
つ
い
て

　

世
界
的
に
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
る

脱
炭
素
·
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社

会
の
実
現
に
向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

の
仕
組
み
の
構
築
と
し
て
、山
梨
県
が
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
農
業
分
野
に

お
け
る
4
パ
ー
ミ
ル
·
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

と
の
連
携
や
、林
業
分
野
と
の
連
携
に
よ

り
発
電
に
お
け
る
二
酸
化
炭
素
を
オ
フ

セ
ッ
ト
し
た
CO₂
フ
リ
ー
の
電
力
の
供
給
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、耕
作
放
棄
地
の
解
消
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
を
同
時
に
実
現
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
作
物
の
栽
培
及
び
供
給
に

取
り
組
み
、現
状
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス

ト
が
高
く
環
境
負
荷
の
高
い
施
設
園
芸

（
ハ
ウ
ス
栽
培
）の
課
題
解
決
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

そ
し
て
脱
炭
素
·
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
て
一
般
社
団

法
人
F
C
y
F
I
N
E 
p
l
u
s
等
と

連
携
を
し
、水
素
·
燃
料
電
池
産
業
の

活
性
化
に
向
け
て
、自
ら
も
プ
レ
イ
ヤ
ー

と
な
り
水
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
事

業
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
皆
さ
ま
と
と
も
に
創
業
報
県

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、産
業
づ
く
り
と

人
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

応
援
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

まちづくり

創業報県

文化振興

公共福祉

山梨県活性化の鍵

その他
≪ヴィジョナリーパワー株式会社≫

≪山梨県内における需要家≫
民間企業、行政、各種団体、市民等

電力供給・連携協働 投資・資金供給・協働

リターン

地域経済の循環、再投資とリターンの好循環を創出

山梨県内の電源

エネルギーの地産地消

・相対発電所からの調達
・独自電源からの調達

弊社が実現するスキーム

会社概要
社　　　名：ヴィジョナリーパワー株式会社
代表取締役：戸田 達昭（1983年生）
取　締　役：大木貴之、杉山歩、長谷部条、保坂東吾
監　査　役：竹野幹男
従 業 員 数：2名
設　　　立：2017年11月15日
本　　　社：山梨県甲府市大手1丁目2番21号
　　　　　　イノベーションベースSoie112
　　　　　　小売電気事業者登録番号 A0494
事　　　業：小売電気事業、投資事業、人材育成事業

実　　績
供給地点数：250地点（低圧205地点、高圧45地点）
販売電力量：6.738MW（2023年4月1日現在）
売　　　上：2億円（第5期2022年10月末時点）
協力事業：
　Mt.Fujiイノベーションキャンプ（山梨県事業）
　Y-NEXT~タンキュウノソノサキヘ~（山梨県事業）
　サステナブルクッキング（山梨県事業）
提供メニュー：
　QB Power（山梨クィーンビーズバスケットボール支援）
　FBでんき（フードバンク山梨支援）
　YAMANASHI choice（山梨県内企業支援）
　YAMAMORI POWER（山守人支援）
　Route夢パワー（Route支援）
　みんなのおうちでんき（みんなのおうち支援）

ヴィジョナリーパワー株式会社  代表取締役 戸田達昭 氏

❷
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ト
ピ
ッ
ク
ス
や
ま
な
し

トピックスやまなし

︱ 

山
梨
県
の
施
策
に
つ
い
て
の
最
新
情
報
や
、選
り
す
ぐ
り
の
観
光
情
報
を
お
届
け
し
ま
す 

︱

や
ま
な
し
か
ら
始
ま
る
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会

　

地
球
温
暖
化
が
進
み
、気
候
変
動
に
よ
る
自
然

災
害
が
世
界
的
に
頻
発
し
て
い
る
。

　

そ
の
対
策
と
し
て
脱
炭
素
社
会
の
実
現
が
急
務

と
言
わ
れ
て
お
り
、日
本
に
お
い
て
も
2
0
5
0

年
ま
で
に「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」実
現
を
目

指
し
、温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
実
質
ゼ
ロ
に
す

る
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

　

こ
の
切
り
札
と
し
て
、山
梨
県
企
業
局
が
甲

府
市
の「
米
倉
山
電
力
貯
蔵
技
術
研
究
サ
イ
ト
」

で
研
究
開
発
に
取
り
組
む「
や
ま
な
し
モ
デ
ル

P
2
G（
パ
ワ
ー
・ツ
ー
・
ガ
ス
）シ
ス
テ
ム
」が
、幅

広
い
分
野
で
の
活
用
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
「
や
ま
な
し
モ
デ
ル
Ｐ
２
Ｇ
シ
ス
テ
ム
」は
、再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー（
再
エ
ネ
）の
電
力
を
用
い
て

水
素
を
製
造
す
る
こ
と
に
よ
り
、電
化
で
対
応
す

る
こ
と
が
困
難
な
、蒸
気
や
直
接
火
炎
を
利
用
す

る
等
の
産
業
向
け
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
脱
炭
素
化
を

図
る
も
の
と
し
て
い
る
。

　

米
倉
山
で
の
実
証
成
果
と
し
て
、「
や
ま
な
し
モ

デ
ル
Ｐ
２
Ｇ
シ
ス
テ
ム
」を
広
く
国
内
外
に
普
及

さ
せ
る
た
め
、昨
年
2
月
に
民
間
企
業
と
共
に
株

式
会
社
や
ま
な
し
ハ
イ
ド
ロ
ジ
ェ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
を

設
立
し
た
。

　

今
後
、世
界
の
潮
流
を
後
押
し
に
シ
ス
テ
ム
の

さ
ら
な
る
普
及
を
進
め
、多
く
の
地
域
が
脱
炭
素

化
と
再
エ
ネ
の
主
力
電
源
化
を
実
現
で
き
る
よ
う

に
貢
献
し
て
い
く
。

　

ま
た
、近
年
本
格
化
す
る
脱
炭
素
化
の
流
れ
に

全
国
に
先
駆
け
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
功
を
奏
し
、

県
内
に
は
、「
米
倉
山
電
力
貯
蔵
技
術
研
究
サ
イ

ト
」以
外
に
も
、山
梨
大
学
の「
水
素
・
燃
料
電
池

ナ
ノ
材
料
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
」や
水
素
供
給
利

用
技
術
協
会
の「
水
素
技
術
セ
ン
タ
ー
」な
ど
、水

素
に
関
す
る
世
界
最
高
水
準
の
研
究
開
発
拠
点

が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

米
倉
山
で
は
、新
た
に「
米
倉
山
次
世
代

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
研
究
開
発
ビ
レ
ッ
ジ

（
N
e
s
r
a
d
）」を
建
設
し
、世
界
最
先
端
の

技
術
者
が
交
流
す
る
拠
点
が
誕
生
し
た
。

　

本
県
が
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
水
素
・
燃

料
電
池
に
関
す
る
技
術
開
発
や
研
究
、実
証
の
成

果
を
活
用
し
て
、入
居
す
る
企
業
同
士
が
連
携

し
、ま
た
研
究
者
ら
が
交
流
し
互
い
に
高
め
あ
う

環
境
を
提
供
す
る
。

　

ま
た
、こ
の
N
e
s
r
a
d
に
は
、燃
料
電
池

分
野
で
日
本
を
代
表
す
る
研
究
・
評
価
機
関
で
あ

る「
技
術
研
究
組
合
F
C
︲
C
u
b
i
c
」が
東

京
お
台
場
か
ら
移
転
し
た
。

　

企
業
や
人
々
の
経
済
活
動
を
通
じ
て
、産
業
の

安
定
的
な
発
展
や
、定
住
人
口
や
交
流
人
口
の
増

加
に
よ
る
山
梨
県
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
。

　

実
証
成
果
に
よ
っ
て
得
た
知
見
を
も
と
に
、技

術
開
発
や
Ｐ
２
Ｇ
の
導
入
促
進
を
段
階
的
に
進

め
る
と
と
も
に
、米
倉
山
で
の
新
た
な
取
組
を
通

じ
、脱
炭
素
社
会
を
け
ん
引
し
て
い
く
も
の
す
る
。

【やまなしモデルP2Gシステム】

【米倉山次世代エネルギーシステム研究開発ビレッジ「Nesrad」】
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　山梨県では、「お酒の数だけ、美味しい旅がある。やまなし」をコンセプトに、美酒・美食を目的とし
た誘客促進に取り組んでいますが、今回、県内店舗において県産酒の提供・販売等に携わる方を対
象に、「やまなし美酒セミナー2023」を開催しました。
　「やまなし美食コンソーシアム」メンバーでもあり、ソムリエの長谷部 賢氏がナビゲーターとなり、
ワインと日本酒の醸造家２名をゲストにお招きし、３名のトークに沿って、参加者にペアリングを体
験していただきながら、県産ワインと日本酒の基本知識や接客のポイントなどを学んでいただきま
した。
　参加者からは、「県産酒で山梨を盛り上げるためには、お客様と直接接する私たちサービス人材
のスキルを上げることが重要だと強く感じました」、「楽しく和やかな雰囲気のセミナーで、参加でき
て本当に感謝しています。これからの接客に役立てていきたいです」などの声が寄せられました。

トピックスやまなし

甲州花火を含む全13品目の「山梨県郷土伝統工芸品」の詳細については、
山梨県産業振興課のホームページ「やまなしの美技」をご覧ください。

【概　　要】 
開催日時
令和5年2月8日（水） 14時~16時
会　　場
ホテル談露館
（甲府市丸の内1-19-16）
ナビゲーター
長谷部 賢 氏
（Wine Cellar HASEBE 長谷部酒店オーナー）
ゲ　ス　ト
茂手木 大輔 氏
（本坊酒造（株） マルス山梨ワイナリー 製造課長）

北原 亮庫 氏
（山梨銘醸(株) 専務取締役 兼 醸造責任者）

　
「
甲
州
花
火
」の
申
請
者
で
あ
る「
や
ま
な
し
伝
統
花
火
組
合
」

に
は
、県
内
老
舗
煙
火
事
業
者
の「（
株
）山
内
煙
火
店
」（
笛
吹
市
）、

「（
株
）マ
ル
ゴ
ー
」（
市
川
三
郷
町
）、「（
株
）齊
木
煙
火
本
店
」（
市
川

三
郷
町
）の
３
社
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。

　
「
甲
州
花
火
」は
武
田
信
玄
時
代
の
烽
火
を
起
源
と
し
、製
造
技
法

は
江
戸
時
代
の
町
衆
の
技
術
も
受
け
継
ぎ
な
が
ら
明
治
時
代
に
確

立
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
伝
統
的
技
法
を
脈
々
と
受
け
継
ぐ
３
社
は
、

県
内
の
代
表
的
な
花
火
大
会
で
あ
る「
神
明
の
花
火
大
会
」や「
石
和

温
泉
花
火
大
会
」の
他
、県
外
各
地
の
花
火
大
会
に
も
参
加
し
、内
閣

総
理
大
臣
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、華
々
し
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。

「
甲
州
花
火
」を
山
梨
県
郷
土
伝
統
工
芸
品
に
新
規
認
定

令和４年度
「ワイン県やまなし」美酒・美食推進事業
「やまなし美酒セミナー２０２３」

　

山
梨
県
で
は
、県
内
の
伝
統
工
芸
品
を「
山
梨
県
郷
土
伝
統
工
芸

品
」に
認
定
し
て
お
り
、こ
れ
ま
で
に
12
品
目
を
認
定
し
て
い
ま
す（
う

ち
３
品
目
は
国
指
定
の
伝
統
的
工
芸
品
）。

　

令
和
５
年
１
月
、笛
吹
市
及
び
市
川
三
郷
町
で
伝
統
的
技
法
に
よ

り
製
造
さ
れ
る
打
上
花
火
の
花
火
玉
に
つ
い
て
、「
甲
州
花
火
」と
し

て
郷
土
伝
統
工
芸
品
へ
の
認
定
申
請
が
あ
り
、25
年
ぶ
り
に
新
規
認

定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
３
月
14
日
に
は
山
梨
県
庁
で
認
定
証
交
付
式
を
実
施

し
、長
崎
知
事
か
ら
申
請
者
に
認
定
証
を
交
付
し
た
ほ
か
、山
梨
伝

統
工
芸
品
産
業
協
会
か
ら
認
定
盾
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

山梨県郷土伝統工芸品
認定マーク
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る
、2
月
11
日
に
前
年
の
J
1
リ
ー
グ
王
者
と
天
皇
杯
王
者
に
よ
る
戦
い
で
あ

る
F
U
J
I
F
I
L
M 

S
U
P
E
R 

C
U
P 

2
0
2
3
に
出
場
し
、国
立

競
技
場
で
横
浜
F
･
マ
リ
ノ
ス
と
対
戦
し
ま
し
た
。

　
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
は
2
0
2
2
年
天
皇
杯
王
者
と
い
う
称
号
を
胸
に
戦
い
ま

し
た
が
、結
果
は
1
‒
2
で
惜
し
く
も
敗
れ
、準
優
勝
と
い
う
結
果
に
終
わ
り
ま
し

た
。

　
結
果
は
悔
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
が
、ク
ラ
ブ
創
設
以
来
、初
め
て
こ
の
よ
う
な

大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
、ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
に
ま
た
ひ
と
つ
新
た
な
歴
史

の
1
ペ
ー
ジ
が
刻
ま
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
の
天
皇
杯
決
勝
と
同
様
に
、山
梨
か
ら
も
多
く
の
フ
ァ
ン
、サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆

様
が
ス
タ
ジ
ア
ム
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
り
、想
像
を
超
え
る
大
声
援
で
チ
ー
ム
を

支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま

た
、東
京
で
の
開
催
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、山
梨
県
人
会
連

合
会
の
皆
様
に
も
た
く
さ
ん

ご
来
場
し
て
い
た
だ
き
、ク
ラ

ブ
へ
の
あ
り
が
た
い
後
押
し

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昨
年
の
天
皇
杯
や
こ
の
カ
ッ
プ
戦
を
戦
い
、山
梨
県
人
会
連
合
会
の
皆
様
と
共
に

か
け
が
え
の
な
い
素
晴
ら
し
い
経
験
が
で
き
、と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
疾
風
怒
濤
と
い
う
ク
ラ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、新
た
な
シ
ー
ズ
ン
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
は
J
2
リ
ー
グ
を
戦
い
な
が
ら
、ま
ず
は
J
1
昇
格
を
目
指
し
、並
行

し
て
ア
ジ
ア
を
舞
台
と
し
た
ア
ジ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
リ
ー
グ
に
挑
み
ま
す
。

　
ま
さ
に
総
力
戦
で
あ
り
、ク
ラ
ブ
を
取
り
巻
く
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
様
も
含

め
全
員
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
須
と
な
る
シ
ー
ズ
ン
だ
と
想
い
ま
す
。

　
現
状
、始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、リ
ー
グ
戦
に
お
い
て
皆
様
の
期
待
に
沿
う
よ
う

な
結
果
は
手
に
入
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、新
た
な
サ
ッ
カ
ー
に
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
段
階
で
も
あ
り
ま
す
。

　
サ
ッ
カ
ー
だ
け
に
限
ら
ず
、変
化
す
る
こ
と
に
抵
抗
は
生
ま
れ
や
す
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、自
分
た
ち
を
信
じ
、前
向
き
な
姿
勢
で
日
々
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
み
、

そ
の
先
に
あ
る
大
き
な
成
果
を
手
に
し
、大
き
な
喜
び
を
皆
様
に
お
届
け
で
き
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
も
ご
支
援
ご
声
援
の
程
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

去
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2
0
2
3
年（
令
和
5
年
）2
月
28
日（
火
）

県
人
口
80
万
人
割
れ 
43
年
ぶ
り
、少
子
化
が
影
響

　
2
月
1
日
時
点
の
山
梨
県
の
常
住
人
口

が
80
万
人
を
割
り
込
む
こ
と
が
27
日
、県

関
係
者
へ
の
取
材
で
分
か
っ
た
。県
人
口
は

1
9
8
0
年
5
月
以
降
、80
万
人
台
で
推

移
し
て
お
り
、80
万
人
を
下
回
る
の
は
約

43
年
ぶ
り
。県
人
口
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
禍
で
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
普
及
し
て
社

会
増
の
流
れ
が
で
き
て
い
る
一
方
、少
子
高

齢
化
に
伴
う
自
然
減
が
社
会
増
を
上
回

り
、減
少
傾
向
が
続
い
て
い
た
。

　
県
関
係
者
に
よ
る
と
、今
月
1
日
時

点
の
県
人
口
は
80
万
人
台
を
割
り
込
み
、

79
万
人
台
と
な
っ
た
。県
は
28
日
に
調
査

結
果
を
公
表
す
る
予
定
。 

　
直
近
の
1
月
1
日
時
点
の
県
人
口
は

80
万
4
0
0
人（
男
39
万
3
0
8
8
、女

40
万
7
3
1
2
）。今
月
1
日
ま
で
の
1

年
間
で
は
自
然
減
で
6
1
0
8
人
減
、社

会
増
減
で
2
2
6
3
人
の
転
入
超
過
と
な

り
、総
人
口
は
3
8
4
5
人
減
少
し
た
。

昨
年
1
月
以
降
の
社
会
増
減
は
、5
月
に

1
6
7
9
人
増
と
な
っ
て
以
降
、1
桁
か

ら
6
0
0
人
台
の
転
入
超
過
が
続
い
て
い

る
。一
方
で
、自
然
減
は
毎
月
7
0
0
〜

3
0
0
人
台
の
減
少
で
社
会
増
を
上
回
る

状
況
だ
っ
た
。

　
県
人
口
は
、1
9
7
5
年
に
78
万
3
0
5
0

人
だ
っ
た
が
、80
年
5
月
に
初
め
て
80
万

人
を
突
破
。85
年
に
は
83
万
人
台
、90

年
に
85
万
人
台
、95
年
に
88
万
人
台
に

増
え
、2
0
0
0
年
9
月
に
ピ
ー
ク
の

89
万
5
6
4
6
人
と
な
っ
た
。以
降
は
減

少
傾
向
と
な
り
、05
年
に
88
万
人
台
、10

年
に
86
万
人
、15
年
に
83
万
人
台
、20
年
に

80
万
人
台
に
落
ち
込
ん
で
い
た
。

　
県
は
19
年
の
総
合
計
画
策
定
時
、40
年

の
県
人
口
が
64
万
人
、60
年
は
47
万
人
ま

で
減
少
す
る
と
推
計
し
、対
策
を
講
じ
て

人
口
減
を
緩
や
か
に
す
る
こ
と
で
40
年
の

目
標
人
口
を
69
万
1
千
人
、60
年
は
59
万

人
に
と
ど
め
る
目
標
を
設
定
。し
か
し
コ
ロ

ナ
禍
で
都
市
部
か
ら
地
方
へ
の
人
の
流
れ

が
加
速
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、21
年
の
総

合
計
画
の
見
直
し
で
は
、40
年
の
人
口
を

69
万
9
千
人
、60
年
は
59
万
9
千
人
と
す

る
目
標
に
上
方
修
正
し
た
。

2
0
2
3
年（
令
和
5
年
）2
月
22
日（
水
）

小
林
幸
子
さ
ん
が
勝
沼
に
ブ
ド
ウ
園

甲
州
種
ワ
イ
ン
醸
造
へ

　
甲
州
市
観
光
大
使
で
歌
手
の
小
林
幸
子

さ
ん（
69
）が
21
日
、同
市
勝
沼
町
菱
山
に
、

ワ
イ
ン
醸
造
用
ブ
ド
ウ
の
農
園「
さ
っ
ち
ゃ

ん
葡
萄
園
」を
オ
ー
プ
ン
し
た
。市
内
の
ワ

イ
ナ
リ
ー
の
協
力
を
受
け
て
栽
培
し
、秋
に

は
新
酒
ワ
イ
ン
を
販
売
す
る
。

　
農
園
は
、市
内
の
ワ
イ
ナ
リ
ー「
シ
ャ

ト
ー
勝
沼
」が
所
有
す
る
畑
に
開
設
。約
10

ア
ー
ル
で
、白
ワ
イ
ン
の
原
料
と
な
る
甲
州

種
を
栽
培
し
て
い
る
。21
日
は
園
主
の
小

林
さ
ん
が
農
園
を
訪
れ
、「
さ
っ
ち
ゃ
ん
葡

萄
園
」と
書
か
れ
た
看
板
を
披
露
。畑
で
剪

定
作
業
を
行
っ
た
。

　
約
1
ト
ン
の
ブ
ド
ウ
を
収
穫
し
、9
月

末
に
は
ワ
イ
ン
約
千
本
を
醸
造
す
る
予

定
。オ
リ
ジ
ナ
ル
ラ
ベ
ル
を
貼
り
、11
月
3

日
の
山
梨
ヌ
ー
ボ
ー
解
禁
に
合
わ
せ
、「
勝

沼
ぶ
ど
う
の
丘
」な
ど
で
販
売
す
る
計
画

と
な
っ
て
い
る
。

　
小
林
さ
ん
は「
自
分
の
ワ
イ
ン
を
造
る
と

い
う
新
し
い
夢
が
実
現
し
、感
動
し
て
い

る
。さ
っ
ち
ゃ
ん
葡
萄
園
を
皮
切
り
に
世
界

中
に
甲
州
市
を
P
R
し
て
い
き
た
い
」と
話

し
た
。

　
市
は
昨
年
11
月
、県
産
ワ
イ
ン
の
P
R
に

つ
な
げ
よ
う
と
、小
林
さ
ん
を
市
観
光
大

使
に
委
嘱
し
て
い
た
。

2
0
2
3
年（
令
和
5
年
）3
月
4
日（
土
）

再
開
初
日
開
店
前
か
ら
長
蛇
の
列 

新
生
岡
島「
待
ち
わ
び
た
」

　
百
貨
店
の
岡
島（
甲
府
市
丸
の
内
1
丁

目
、雨
宮
潔
社
長
）は
3
日
、再
開
発
ビ
ル

「
コ
コ
リ
」内
の
新
店
舗
で
営
業
を
再
開
し

た
。地
下
1
階
か
ら
地
上
2
階
の
計
3
フ

ロ
ア
で
、食
品
の
ほ
か
、服
飾
や
時
計
の
高

級
ブ
ラ
ン
ド
の
売
り
場
を
展
開
す
る
。初

日
は
開
店
前
か
ら
長
い
列
が
で
き
、来
店

者
か
ら
は「
再
開
を
待
ち
わ
び
て
い
た
」と

の
声
が
聞
か
れ
た
。

　
初
日
の
3
日
は
、午
前
10
時
の
開
店
を

前
に
、オ
リ
オ
ン
通
り
に
面
し
た
入
り
口
に

約
2
5
0
人
が
並
ん
だ
。開
店
時
間
に
合

わ
せ
て
雨
宮
社
長
が「
設
備
を
含
め
て
安

心
安
全
に
買
い
物
が
で
き
る
環
境
に
な
り
、

3
フ
ロ
ア
の
構
成
で
全
館
を
回
り
や
す
い
。

ゆ
っ
く
り
と
店
内
で
過
ご
し
て
ほ
し
い
」と

あ
い
さ
つ
。甲
府
商
工
会
議
所
の
進
藤
中

会
頭
ら
と
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、客
を
迎

え
入
れ
た
。

　
地
下
1
階
の
食
料
品
売
り
場
で
は
、

和
洋
菓
子
の
各
ブ
ラ
ン
ド
が
開
店
記
念
の

「
お
楽
し
み
袋
」な
ど
を
用
意
。各
フ
ロ
ア

は
商
品
を
求
め
る
人
で
ご
っ
た
返
し
た
。 

甲
府
市
伊
勢
2
丁
目
の
大
学
生
赤
沢
亮
さ

ん（
19
）は「
食
料
品
な
ど
が
充
実
し
て
い

て
、買
い
物
や
催
事
で
訪
れ
る
機
会
が
増

え
そ
う
だ
。旧
店
舗
が
な
く
な
り
寂
し
い

と
言
っ
て
い
た
両
親
に
も
帰
っ
て
報
告
し
た

い
」と
話
し
た
。

　
昨
年
、横
浜
市
と
の
2
拠
点
居
住
を
始

め
た
同
市
丸
の
内
2
丁
目
の
三
宅
由
香
さ

ん（
51
）は「
食
料
品
や
贈
答
品
は
岡
島
頼

み
だ
っ
た
の
で
再
開
を
待
ち
わ
び
て
い
た
。

必
要
な
も
の
が
凝
縮
し
て
い
て
回
り
や
す

い
。憩
い
の
場
と
し
て
街
を
盛
り
上
げ
て

い
っ
て
ほ
し
い
」と
期
待
を
寄
せ
た
。

　
新
店
舗
の
売
り
場
面
積
は
、旧
店
舗
の

7
分
の
1
に
縮
小
。一
方
で
、食
料
品
売
り

場
に
は
高
級
食
材
を
扱
う
ス
ー
パ
ー「
明

治
屋
ス
ト
ア
ー
」や
ベ
ー
カ
リ
ー
の「
パ

ン
パ
テ
ィ
」が
県
内
初
出
店
し
、1
階
の

化
粧
品
売
り
場
は
既
存
の
13
ブ
ラ
ン
ド
に

「
R
M
K
」が
加
わ
っ
た
。2
階
は
服
飾
や

リ
ビ
ン
グ
用
品
を
展
開
し
、ポ
ロ・
ラ
ル
フ

ロ
ー
レ
ン
な
ど
の
人
気
ブ
ラ
ン
ド
を
維
持

し
て
い
る
。

　
岡
島
の
跡
地
は
東
京
都
内
の
不
動
産
開

発
会
社
が
取
得
し
、建
物
を
解
体
し
て
高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
と
店
舗
の
複
合
施
設
を
建

設
す
る
。

2
0
2
3
年（
令
和
5
年
）2
月
8
日（
水
）

外
国
人
労
働
者
初
の
1
万
人 

県
内 

改
正
入
管
法
後
押
し

　
山
梨
労
働
局
が
公
表
し
た
外
国
人

雇
用
状
況
に
よ
る
と
、県
内
の
外
国
人

労
働
者
数（
昨
年
10
月
末
現
在
）は
、前

年
を
1
2
2
5
人（
13
・
3
%
）上
回
る

1
万
4
3
3
人
で
、初
め
て
1
万
人
を
突

破
し
た
。記
録
が
残
る
2
0
0
8
年
以
降

で
最
多
。19
年
4
月
の
改
正
入
管
難
民
法

の
施
行
で
創
設
さ
れ
た
在
留
資
格「
特
定

技
能
」を
取
得
し
た
労
働
者
が
前
年
よ
り

3
倍
近
く
増
加
し
て
お
り
、慢
性
的
な
人

手
不
足
を
背
景
に
制
度
の
活
用
が
進
ん
で

い
る
と
み
ら
れ
る
。

　
事
業
主
が
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届
け
出
た

雇
用
状
況
を
集
計
。雇
用
事
業
所
数
も

前
年
よ
り
1
4
5
カ
所（
9
・
0
%
）多
い

1
7
6
3
カ
所
で
最
多
と
な
っ
た
。外
国

人
労
働
者
が
前
年
を
上
回
る
の
は
10
年
連

続
で
、事
業
所
と
と
も
に
最
多
だ
っ
た
21
年

を
更
新
し
た
。

　
在
留
資
格
の
内
訳
は
、特
定
技
能
を
含

む「
専
門
的
・
技
術
的
分
野
の
在
留
資
格
」

が
、技
能
実
習
の
在
留
期
間
終
了
後
の
移

行
や
留
学
生
の
就
職
で
、前
年
比
6
6
6

人（
43
・
0
%
）増
の
2
2
1
6
人
。こ
の
う

ち
、特
定
技
能
は
4
3
5
人
増
の
5
8
6

人
で
過
去
最
多
と
な
っ
た
。特
定
技
能
の

取
得
者
は
日
本
語
が
話
せ
た
り
、特
定
の

分
野
に
関
す
る
技
術
を
持
っ
て
い
た
り
す

る
た
め
、制
度
の
周
知
が
進
む
に
つ
れ
て
、

取
得
人
材
の
採
用
を
進
め
る
企
業
が
増
え

た
と
み
ら
れ
る
。

　
こ
の
ほ
か
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に

よ
る
入
国
制
限
な
ど
で
抑
制
さ
れ
て
い
た

「
技
能
実
習
」が
前
年
比
2
4
1
人（
12
・

8
%
）増
加
し
、2
1
2
1
人
。永
住
者
な

ど「
身
分
に
基
づ
く
在
留
資
格
」は
1
1
5

人（
2
・
4
%
）増
の
4
9
3
1
人
。留
学
生

の
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含
む「
資
格
外
活

動
」が
97
人（
12
・
3
%
）増
の
8
8
4
人

だ
っ
た
。

　
国
籍
別
で
は
、ベ
ト
ナ
ム
が
最
多
の

2
6
4
1
人（
前
年
比
20
・
5
%
増
）で
全

体
の
25
・
3
%
を
占
め
た
。ブ
ラ
ジ
ル
が

1
9
1
9
人（
6
・
6
%
増
）、中
国（
香

港
な
ど
を
含
む
）が
1
5
8
3
人（
2
・

9
%
増
）で
続
い
た
。業
種
別
で
は
製
造
が

4
9
9
人（
4
・
4
%
増
）で
最
多
。卸
・
小

売
が
2
7
0
人（
8
・
4
%
増
）、宿
泊
・
飲

食
サ
ー
ビ
ス
は
2
5
3
人（
15
・
0
%
増
）。

　
一
方
、雇
用
事
業
所
の
規
模
で
み
る
と
、

30
人
未
満
が
4
0
4
1
人（
8
・
0
%

増
）、30
〜
99
人
が
2
8
8
2
人（
14
・

3
%
増
）な
ど
だ
っ
た
。

　
労
働
局
は「
人
手
不
足
は
今
後
も
続
く

見
込
み
で
、外
国
人
労
働
者
の
雇
用
を
進
め

る
企
業
は
多
く
な
っ
て
い
く
」と
み
て
い
る
。

記事提供
山梨日日新聞
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甲
斐
市
山
梨
県
人
会
で
は
、
甲
斐
市
に
本

拠
地
を
置
く
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

「
山
梨
Q
B
」
の
応
援
ツ
ア
ー
を
開
催
す
る

な
ど
、
甲
斐
市
に
縁
の
あ
る
方
々
を
応
援
し

て
い
ま
す
。
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
甲
斐

市
山
梨
県
人
会
事
務
局
ま
で
是
非
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

電
話
0
5
5
・
2
6
7
・
7
2
2
3

（
甲
斐
市
山
梨
県
人
会
事
務
局
寄
稿
）

国
立
競
技
場
で
V
F
甲
府
を
応
援

2
月
11
日
、国
立
競
技
場
で
天
皇
杯
優
勝

の
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
と
2
0
2
2

年
J
リ
ー
グ
優
勝
の
横
浜
F
マ
リ
ノ
ス
が
対
戦

す
る
ス
ー
パ
ー
カ
ッ
プ
が
2
0
2
3
年
シ
ー
ズ

ン
最
初
の
公
式
戦
と
し
て
開
催
さ
れ
、各
県
人

会
か
ら
34
名
が
応
援
観
戦
に
参
加

　

昨
年
の
天
皇
杯
優
勝
の
余
韻
が
ま
だ
残
る

1
月
14
日
に
V
F
山
梨
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
か

ら
2
月
11
日
開
催
の
ス
ー
パ
ー
カ
ッ
プ
チ

ケ
ッ
ト
は
一
般
に
は
全
て
抽
選
販
売
と
な
る

が
、
県
人
会
連
合
会
の
会
員
に
つ
い
て
は
、

ク
ラ
ブ
関
係
者
と
し
て
の
特
別
購
入
を
斡
旋

す
る
、
但
し
一
般
販
売
と
の
関
係
で
申
し
込

み
締
め
切
り
は
1
月
18
日
中
と
の
連
絡
が
入

り
ま
し
た
。
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
委
員
会
で

は
、
前
回
天
皇
杯
決
勝
の
神
奈
川
日
産
ス
タ

ジ
ア
ム
と
異
な
り
、
会
場
が
都
内
の
新
装
と

な
っ
た
国
立
競
技
場
で
あ
る
た
め
多
数
の
応

援
参
加
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
直
ち
に

メ
ー
ル
送
信
が
可
能
な
各
単
位

団
体
代
表
者
と
連
合
会
役
員
あ

て
に
「
チ
ケ
ッ
ト
購
入
申
し
込

み
受
付
」
の
メ
ー
ル
を
一
斉
送

信
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
短

時
間
に
も
関
わ
ら
ず
締
切
の
18

日
ま
で
に
連
合
会
役
員
、
首
都

圏
甲
府
会
、
甲
府
一
高
東
京
同

窓
会
、
甲
府
南
高
東
京
同
窓

会
、
北
杜
高
校
東
京
同
窓
会
、

十
士
会
な
ど
か
ら
総
計
34
名
の

申
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
前
日
ま
で
の
大
雪
警
報
と
は
打
っ

て
変
わ
っ
た
晴
天
に
恵
ま
れ
、
山
梨
か
ら
も

横
浜
F
マ
リ
ノ
ス
に
引
け
を
取
ら
な
い
大
応

援
団
が
国
立
競
技
場
の
ス
タ
ン
ド
を
埋
め

て
、
総
入
場
者
数
は
5
0
9
2
3
人
を
記
録

し
ま
し
た
。

　

試
合
は
後
半
16
分
に
勝
ち
越
さ
れ
る
ま
で

同
点
の
接
戦
が
続
き
、
試
合
終
了
間
際
に
Ⅴ

F
甲
府
が
押
し
込
ん
で
引
き
分
け
か
と
応
援

団
は
歓
喜
し
ま
し
た
が
ビ
デ
オ
判
定
の
結
果

惜
し
く
も
ノ
ー
ゴ
ー
ル
と
な
り
惜
敗
と
な
り

ま
し
た
。
天
皇
杯
優
勝
に
続
く
J
1
優
勝

チ
ー
ム
に
対
し
て
の
大
健
闘
に
県
人
会
応
援

席
か
ら
も
惜
し
み
な
い
拍
手
と
声
援
と
共
に

「
本
当
に
惜
し
か
っ
た
」
と
残
念
が
る
声
が

起
き
ま
し
た
が
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
J
1
昇
格

に
大
い
に
期
待
が
持
て
る
試
合
内
容
に
満
足

で
き
る
応
援
と
な
り
ま
し
た
。

（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
委
員
会
寄
稿
）

第
33
回 

大
泉
会
総
会
開
催
さ
れ
る

令
和
5
年
2
月
26
日（
日
）第
33
回
の
大
泉

会
総
会
が
会
場
を
新
宿
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ

ル
内
の
サ
ン
ク
レ
ー
ル
新
宿
に
移
し
て
開
催
さ

れ
た

　

当
日
は
絶
好
の
開
催
日
和
で
あ
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
8
波
の
感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ

北
杜
高
校
東
京
同
窓
会

久
々
の
懇
親
旅
行

国
境
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
雪
国
で

あ
っ
た

　

川
端
康
成
の
小
説
「
雪
国
」
の
旅
情
に
浸

り
、
新
潟
の
美
酒
に
酔
い

し
れ
て
語
り
合
お
う
と
、

北
杜
高
校
東
京
同
窓
会

は
、
文
化
自
然
鑑
賞
の
会

と
歌
唱
研
究
会
合
同
で

久
々
の
懇
親
旅
行
を
実
施

し
た
。
令
和
4
年
12
月
1

日
（
木
）
2
日
（
金
）
に

わ
た
る
1
泊
2
日
の
越
後

湯
沢
へ
の
旅
で
あ
っ
た
。

新
宿
の
工
学
院
大
学
の
前

に
午
前
9
時
30
分
に
集
合

し
て
10
時
に
出
発
し
た
。

　

富
士
急
ト
ラ
ベ
ル
を
利

用
し
観
光
バ
ス
で
の
旅
に

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
懸
念

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
っ

た
が
意
を
決
し
て
ご
参
加
頂
い
た
方
々
に
は

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

全
国
旅
行
支
援
割
引
の
制
度
に
の
っ
て
比

較
的
安
く
大
変
喜
ば
れ
る
旅
行
で
あ
っ
た
。

バ
ス
の
中
で
は
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
に
気
を
付

け
て
い
た
も
の
の
、
暫
く
す
る
と
気
分
は

徐
々
に
高
揚
し
話
も
弾
ん
で
い
た
。
寒
い
時

期
で
も
あ
っ
た
の
で
観
光
は
し
な
い
で
早
め

に
ホ
テ
ル
に
入
っ
た
。

　

お
風
呂
の
設
備
も
良
く
、
越
後
の
食
材
を

ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ん

だ
宴
会
食
は
評
判
が
良

か
っ
た
。
食
後
の
2
次

会
は
歌
唱
研
究
会
の
奮

闘
に
よ
り
盛
り
上
が
っ

た
。
皆
さ
ん
な
か
な
か

の
美
声
の
持
ち
主
で
あ

る
。
初
日
は
残
念
な
が

ら
雪
は
降
ら
な
か
っ

た
。
雪
国
の
風
情
に
は

少
々
欠
け
た
が
翌
朝
起

き
て
み
る
と
何
と
チ
ラ

チ
ラ
と
小
雪
が
舞
い
始

め
て
い
た
。
心
が
洗
わ

れ
る
様
な
朝
で
あ
っ

た
。
宿
の
皆
様
に
盛
大

な
お
見
送
り
を
頂
き
バ

ス
は
帰
路
に
向
か
っ
た
。

　

国
境
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
向
か
う
関

東
は
冬
ば
れ
の
良
い
天
気
で
あ
っ
た
！

（
北
杜
高
校
東
京
同
窓
会　

石
川
東
洋
男
様
寄
稿
）

甲
斐
市
山
梨
県
人
会

山
梨
ク
ィ
ー
ン
ビ
ー
ズ
応
援

山
梨
ク
ィ
ー
ン
ビ
ー
ズ（
山
梨
Q
B
）は
、1

月
9
日（
月
·
祝
）に
国
立
代
々
木
第
二

体
育
館
で
、日
立
ハ
イ
テ
ク
と
対
戦
し
ま
し
た

　

甲
斐
市
山
梨
県
人
会
の
飯
窪
光
隆
会
長
、

保
坂
武
甲
斐
市
長
の
ほ
か
、
清
水
喜
彦
連
合

会
長
に
も
応
援
に
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
、

手
拍
子
で
選
手
達
を
鼓
舞
し
ま
し
た
。
試
合

は
90
‒
70
と
残
念
な
が
ら
敗
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
開
幕
戦
で
は
ア
ラ

ン
マ
ー
レ
秋
田
相
手
に
22
点
差
を
追
い
上
げ

て
勝
利
し
、
強
豪
の
富
士
通
か
ら
も
1
勝
を

挙
げ
る
な
ど
、
粘
り
強
く
戦
う
姿
に
更
な
る

期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
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る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
無
事
開
催
す
る
こ
と

が
出
来
た
。

　

ご
招
待
者
も
含
め
て
40
名
余
り
の
方
々
に

ご
参
加
を
頂
い
た
。

A
M
11
時
よ
り
浅
川
瑞

枝
理
事
の
総
合
司
会
に

よ
り
、
先
ず
丸
茂
義
典

会
長
代
行
が
挨
拶
に
立

ち
、
皆
様
に
謝
意
と
現

会
長
が
体
調
を
崩
さ
れ

会
長
代
行
が
会
を
取
り

仕
切
る
経
緯
が
報
告
さ

れ
た
。

　

ご
来
賓
の
方
々
の
紹

介
の
後
、
北
杜
市
長
の

代
理
で
ご
参
加
頂
い
た

大
泉
総
合
支
所
長
の
三

井
博
彦
様
が
北
杜
市
行

政
の
現
状
説
明
を
兼
ね

て
ご
挨
拶
を
頂
き
、
続

い
て
県
人
会
連
合
会
の

会
長
清
水
喜
彦
様
よ
り

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の

混
沌
と
し
た
世
界
の
現
状
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
に
お
け
る
日
本
経
済
、
世
界
経
済
、
円
安

の
影
響
等
に
付
い
て
の
お
話
を
含
め
て
ご
挨

拶
を
頂
い
た
。

　

活
動
報
告
、
会
計
報
告
は
2
年
間
休
眠
状

態
で
あ
っ
た
為
際
立
っ
た
内
容
は
無
か
っ
た

が
や
む
を
得
な
い
事
と
思
う
。
新
会
長
に
丸

茂
義
典
会
長
代
行
が
選

出
さ
れ
新
役
員
が
承
認

さ
れ
た
。

　

新
年
の
宮
中
歌
会
始

め
の
入
選
者
に
大
泉
の

16
歳
の
小
宮
山
碧
生

（
あ
お
い
）
君
が
最
年

少
で
選
出
さ
れ
た
と
の

報
告
が
あ
り
大
泉
会
と

し
て
お
祝
い
を
差
し
上

げ
る
と
の
報
告
が
な
さ

れ
た
。

　

第
二
部
は
、
大
泉
町

に
あ
る
ひ
ま
わ
り
市
場

と
言
う
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
那
波
秀
和
社

長
様
に
「
ス
ー
パ
ー
の

経
営
と
地
域
振
興
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
講
演

を
お
願
い
し
た
。

　

八
ヶ
岳
の
自
然
環
境
を
大
切
に
し
、
地
産

地
消
に
努
め
、
消
費
者
に
良
い
も
の
を
提
供

し
、
生
産
者
に
は
応
分
の
利
益
を
提
供
す

る
、
又
社
員
の
適
材
適
所
の
心
配
り
は
社
内

の
活
性
化
を
促
し
、
商
品
の
説
明
や
社
長
の

店
内
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
評
判
を
呼
び
、
お

客
様
は
地
域
を
問
わ
ず
県
内
外
か
ら
も
多
く

来
店
さ
れ
て
い
る
。
卓
越
し
た
社
長
の
経
営

能
力
は
、
業
界
は
も
と
よ
り
マ
ス
コ
ミ
に
も

多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
数
は
50
回
を
超

え
て
い
る
。

　

今
後
は
観
光
人
口
の
増
加
、
定
住
人
口
の

増
加
に
貢
献
で
き
れ
ば
嬉
し
い
と
も
言
う
。

　

実
体
験
に
基
づ
い
た
社
長
の
講
演
は
極
め

て
感
動
的
で
あ
っ
た
。
参
加
者
か
ら
は
多
く

の
賛
辞
が
寄
せ
ら
れ
た
。
い
つ
の
日
に
か
後

日
談
を
ご
講
演
頂
き
た
い
と
お
願
い
し
講
演

会
を
締
め
く
く
っ
た
。
続
く
懇
親
会
は
、
山

梨
県
東
京
事
務
所
長
の
前
島
斉
様
に
ご
挨
拶

頂
き
、
県
人
会
連
合
会
会
長
代
行
の
中
込
勝

子
様
に
ご
挨
拶
を
兼
ね
て
乾
杯
を
お
願
い
し

た
。
暫
し
語
ら
い
の
時
間
に
移
り
夫
婦
デ
ュ

オ
「
ア
マ
ナ
」
に
よ
る
爽
や
か
な
歌
声
は

八
ヶ
岳
の
風
を
運
ん
で
く
れ
た
。

　

楽
し
い
時
間
は
瞬
く
間
に
過
ぎ
ゆ
き
最
後

に
元
ア
メ
リ
カ
講
談
社
副
社
長
の
浅
川
港
氏

の
指
揮
に
よ
る
「
雪
の
谷
戸
城
」
の
合
唱
に

続
き
元
大
泉
会
会
長
の
浅
川
元
治
郎
氏
の
中

締
め
に
よ
り
散
会
と
な
っ
た
。
来
年
度
は
更

な
る
感
動
的
な
会
の
開
催
を
期
待
し
た
い
。

（
大
泉
会
顧
問　

石
川
東
洋
男
様
寄
稿
）

在
京
山
梨
政
経
懇
話
会

在
京
山
梨
政
経
懇
話
会（
弦
間
明
会
長
）は

3
月
7
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の

L
E
V
E
L
Ⅹ
Ⅹ
Ⅰ
東
京
會
舘
で
第
2
0
1
回

例
会
を
開
い
た

　

講
師
に
招
い
た
の
は
北
杜
市
（
旧
高
根

町
）
出
身
で
西
武
文
理
大
学
学
長
の
八
巻
和

彦
氏
。
八
巻
氏
は
山
梨
で
青
少
年
期
を
過
ご

し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
、
戦
後
に
内
閣
総

理
大
臣
も
務
め
た
石
橋
湛
山
を
テ
ー
マ
に

「
歴
史
と
世
界
を
俯
瞰
し
た
人
·
石
橋
湛

山
」
と
題
し
て
、
講
演
し
た
。

　

湛
山
の
人
生
を
振
り
返
り
な
が
ら
講
演
し

た
八
巻
氏
に
よ
る
と
、
湛
山
の
父
親
は
現
在

の
富
士
川
町
出
身
。
父
親
が
同
町
の
昌
福
寺

か
ら
静
岡
の
寺
に
移
っ
た
と
き
、
父
親
の
後

輩
で
、
現
在
の
南
ア
ル
プ
ス
市
に
あ
る
長
遠

寺
の
住
職
望
月
日
謙
に
預
け
ら
れ
、
そ
の
後

現
在
の
甲
府
一
高
に
入
学
し
た
。
最
終
学
年

の
と
き
に
当
時
の
校
長
か
ら
受
け
た
ク
ラ
ー

ク
博
士
の
「
自
分

の
こ
と
は
自
分
で

き
ち
ん
と
判
断
す

る
」
と
い
う
教
え

が
胸
に
深
く
刻
ま

れ
た
と
い
う
。

　

そ
の
後
、
早

稲
田
大
学
に
入
学
し
た
湛
山
は
、
恩
師
と
な

る
田
中
王
堂
と
出
会
い
、
強
い
影
響
を
受
け

た
。
早
稲
田
大
学
文
学
部
を
首
席
で
卒
業
す

る
と
、
1
9
1
1
年
に
東
洋
経
済
新
報
社
に

入
社
し
、
1
9
4
6
年
に
社
長
を
辞
任
す
る

ま
で
勤
務
し
た
。

　

八
巻
氏
は
湛
山
が
婦
人
（
女

性
）
の
地
位
向
上
に
つ
い
て
も

早
く
か
ら
発
言
し
て
い
た
こ
と

を
紹
介
。
湛
山
は
婦
人
も
男
性

と
同
じ
よ
う
に
一
人
の
人
格
と

し
て
社
会
で
活
躍
す
べ
き
だ
と

説
き
、
婦
人
参
政
権
が
ま
だ
一

般
的
な
議
論
に
な
っ
て
い
な
い

と
き
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
こ
と

を
視
野
に
入
れ
た
文
章
を
書
い

て
い
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
湛
山
が
30
歳
の
時
の

日
記
で
、
最
終
的
に
は
政
界
に

出
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
自

分
な
り
の
哲
学
が
必
要
だ
と
い

う
趣
旨
の
こ
と
を
記
す
な
ど
、
政
治
家
へ
の

転
身
を
見
据
え
て
い
た
こ
と
も
指
摘
。
そ
の

後
、
「
一
切
を
棄
つ
る
の
覚
悟
」
や
「
大
日

本
主
義
の
幻
想
」
で
、
日
本
が
統
治
し
て
い

た
朝
鮮
な
ど
を
手
放
す
べ
き
だ
と
い
う
小
日

本
主
義
を
提
唱
し
た
と
い
う
。

　

1
9
4
6
年
に
初
め
て
衆
院
選
に
立
候
補

し
た
湛
山
は
落
選
し
た
が
、
当
時
の
吉
田
茂

首
相
に
請
わ
れ
て
大
蔵
大
臣
に
就
任
。
翌
年

の
衆
院
選
で
初
当
選
す
る
も
、
直
後
に
連
合

国
軍
総
司
令
部
（
G
H
Q
）
か
ら
公
職
追
放

処
分
を
受
け
た
。
51
年
に
公
職

追
放
が
解
除
さ
れ
る
と
政
界
復

帰
し
、
通
産
相
を
務
め
た
後
、

56
年
12
月
に
は
首
相
に
就
任
す

る
が
、
病
気
の
た
め
に
57
年
2

月
に
辞
任
す
る
。
そ
の
後
も
中

国
を
訪
問
し
「
石
橋
·
周
共
同

声
明
」
を
発
表
す
る
な
ど
積
極

的
な
政
治
活
動
を
続
け
た
。

　

八
巻
氏
は
、
湛
山
の
思
想
の

骨
格
に
は
、
現
在
の
甲
府
一
高

時
代
に
学
ん
だ
「
自
主
独
立
」

の
精
神
な
ど
が
あ
る
と
指
摘
。

「
現
実
的
で
は
あ
る
が
、
深
い

考
察
に
基
づ
く
揺
る
ぎ
な
い
視

点
と
生
き
方
を
一
生
に
わ
た
っ

て
貫
い
て
い
た
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
み
な

ら
ず
、
わ
れ
わ
れ
も
ま
た
湛
山
に
学
ぶ
べ
き

だ
」
な
ど
と
話
し
た
。

　

在
京
山
梨
政
経
懇
話
会
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
、
事
務
局
（
山
梨
日
日
新
聞
社
東
京
支

社
）
電
話
0
3
·
3
5
7
2
·
3
5
5
5
。



山梨県 ふるさと納税
皆さまのふるさと山梨では、ふるさと納税でご寄附をいただいた貴重な財源によ
り、豊かで美しい山梨を未来に引き継いでいくため、様々な施策に全力で取り組ん
でいます。
また、令和4年11月には、県全体の寄附額増加を目指し、県内市町村の魅力的な
返礼品を紹介したパンフレットを作成し、皆さまに配布させていただきました。
山梨県は、寄附者の皆さまに今後もリピーターとして山梨を応援してもらえるよ
う、また、ふるさと納税をきっかけとして山梨に親しみや愛着を持ち、継続的に訪
れていただけるよう、全庁を挙げて取り組んでいきます。

企業版ふるさと納税制度もご活用
ください
企業版ふるさと納税制度は、令和2年度税

制改正による税額控除の拡充により、損金算
入による軽減効果と合わせて最大で寄附額の
9割が軽減される、より使いやすい仕組みに
なっています。
県では、寄附企業の皆さまの意向を踏まえ、
施策の貴重な財源として活用させていただき
ます。

おお問問いい合合わわせせ先先
山山梨梨県県総総務務部部資資産産活活用用課課
ふふるるささとと納納税税推推進進担担当当
((TTEELL::005555--222233--11331144))

ふるさと山梨を応援してください

Party &  Information
首都圏で催された集いや情報を紹介しています
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単位団体（地区会）の開催予定行事　2023年3月24日現在
日 　 時 開　催　会　合　名 会　場

5月14日 首都圏富士川会総会·懇親会 はくばく文化ホール
（富士川町で開催）

5月17日 青年部「ほうとう会」総会·懇親会 富国生命ビル

5月28日 足立区山梨県人会総会・懇親会 西新井大師・清水屋

7月  1日 市川三郷町ゆかりの会「りんどう」総会·懇親会 未　　　定

7月  8日 甲府中学·甲府一高東京同窓会総会·懇親会 京王プラザホテル

8月26日 第30回女性の会総会・懇親会 アルカディア市ヶ谷

1 応募資格
東京都在住の山梨県出身者の子弟で、現在、国・公私立高等学校より国公立大学並びにそれに準ずる
私立大学へ進学しようとする者で、学業、人物ともに優秀かつ健康であって、山梨県人会連合会経由
でエントリーする者 

2 募集人員
山梨県人会連合会枠として若干名

3 奨学金の給付金額と期間
① 奨学金は年額30万円とし一年分を支給（2022年度実績） 
② 期間は最長4年間　※医学部生・大学院生は 別途選考でプラス2年間 

4 奨学金制度の併用
原則、他の奨学金制度との併用は不可
　　ただし、日本学生支援機構奨学金、学校独自制度、貸与型（返済あり）の奨学金制度の併用は可

5 応募書類
① 願書…………指定書式に必要事項を記入　※要 連帯保証人
② 住民票………本人及び願書に記載する家族全員
③ 大学在学証明書  　
④ 健康診断書

6 その他
毎年4月及び9月に開催される「奨学生の集い」に参加することと、毎年成績表の提出を求めます。
成績不良の場合は、退会を求めることがあります。 

7 応募書類提出方法
該当者・希望者がある場合は山梨県人会連合会事務局へお問い合わせください。
（申し込みは随時受け付けます。）

山梨県出身者の子弟を対象とした「給費奨学金」
受給者を募集しています。（山梨県人会連合会枠）

公益財団法人堀内浩庵会
2023年度大学奨学生（給付型）募集要項
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②
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
現
状
報
告

・
第
1
回
募
集
締
め
切
り
1
月
31
日
（
火
）

・
1
月
末
の
残
数
に
よ
り
、
募
集
方
法
を
再
検
討
す

る
。

・
企
画
催
行
す
る
か
否
か
の
判
断　

2
月
22
日

（
水
）

・
各
単
位
団
体
の
担
当
を
決
め
て
募
集
す
る
。

③
そ
の
他
（
検
討
事
項
）

・
ツ
ア
ー
参
加
者
は
名
札
を
付
け
る
か

・
参
加
者
へ
の
コ
ロ
ナ
対
策

（
2
）
C
o
o
l
Ⓨ
Y
a
m
a
n
a
s
h
i
次
回
企

画
の
検
討

①
サ
ン
ト
リ
ー
白
州
蒸
留
所
見
学
+
韮
崎
大
村
美
術

館
＝
お
い
し
い
白
州
ハ
イ
ボ
ー
ル
を
味
わ
い
、
大
村

絵
画
を
楽
し
む
会

時
期
：
2
0
2
3
年
初
秋

②
ウ
ィ
ス
キ
ー
、
日
本
酒
、
ワ
イ
ン
、
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
の
う
ん
ち
く
+
試
飲
+
即
売
会

③
峡
東
地
区
世
界
農

業
遺
産
認
定
+
ワ
イ

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

④
峡
北
地
区　

韮
崎

市
、
北
杜
市

⑤
早
川
町　

リ
ニ
ア

南
ア
ル
プ
ス
ト
ン
ネ

ル
工
事
現
場
見
学
会

+
西
山
温
泉

⑥
大
月
市
他　

葛
野

川
揚
水
型
発
電
所
見

学（
3
）
C
o
o
l
Ⓣ
Y
a
m
a
n
a
s
h
i
東
京
開

催
企
画　

①
県
の
企
画
な
ど
と
合
わ
せ
て
の
開
催
も
検
討

②
県
人
会
の
総
会
1
部
2
部
で
の
開
催

③
カ
ー
ヴ
ド
ワ
イ
ン
県
や
ま
な
し
ソ
ム
リ
エ
「
田
崎

真
也
」
×
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

4　

次
回
委
員
会
開
催　

2
月
20
日
（
月
）
16
時
00

分
〜

〇
第
2
回
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
委
員
会

【
日　

時
】
令
和
5
年
1
月
30
日
（
月
）
13
時
30
分

〜
14
時
30
分

【
場　

所
】
山
梨
県
人
会
連
合
会　

事
務
局

【
出
席
者
】
委
員
長
・
委
員
3
名

1　

開
会

2　

挨
拶　

委
員
長　

佐
野
公
哉

3　

議
事

（
1
）
第
74
回
総
会
演
目
に
つ
い
て　

・
各
委
員
か
ら
演
目
案
の
提
案
を
発
表
後
、
荒
井
副

委
員
長
か
ら
「
奥
山
眞
佐
子　

樋
口
一
葉
ひ
と
り
語

り
」
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
脚
本
で
の
公
演
の
提
案
が
あ

り
、
全
委
員
一
致
で
総
務
委
員
会
に
提
案
す
る
こ
と

を
決
定

・
公
演
時
間
は
約
20
分
程
度
と
し
、
懇
親
会
の
乾
杯

前
に
行
う
旨
提
案
す
る

・
奥
山
委
員
は
企
画
書
を
作
成
し
、
委
員
長
か
ら
総

務
委
員
会
に
報
告
す
る

・
乾
杯
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
音
楽
大
学
学
生
に

よ
る
弦
楽
4
重
奏
な
ど
の
提

案
が
あ
っ
た
が
、
現
時
点
で

は
具
体
的
な
候
補
グ
ル
ー
プ

が
見
つ
か
ら
な
い
た
め
、
引

き
続
き
検
討
す
る

（
2
）
そ
の
他

・
V
F
甲
府
×
横
浜
F
マ
リ

ノ
ス
が
国
立
競
技
場
で
対
戦

す
る
2
月
11
日
開
催
の
ス
ー

パ
ー
カ
ッ
プ
チ
ケ
ッ
ト
を
連

合
会
・
ス
ポ
ー
ツ
委
員
会
で

あ
っ
旋
し
当
日
は
応
援
・
観
戦
を
行
う
。
（
34
名
が

チ
ケ
ッ
ト
購
入
）

4　

閉
会
（
14
時
30
分
）

〇
第
4
回
広
報
委
員
会
（
開
花
号
編
集
会
議
）

【
日　

時
】
令
和
5
年
2
月
7
日
18
時
00
分
〜

【
場　

所
】
山
梨
県
東
京
事
務
所
会
議
室

【
出
席
者
】
委
員
長
・
副
委
員
長
・
委
員
3
名
・
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
2
名

1　

2
0
2
3
年
新
春
号
に
つ
い
て
（
2
0
2
3
年

1
月
1
日
発
行
）

発
行
部
数　

1
2
0
0
部
（
定
期
発
送
7
0
9
部
+

単
位
団
体
役
員
向
け
無
料
配
布
3
7
5
部
ほ
か
）

2　

2
0
2
3
年
開
花
号
に
つ
い
て

（
1
）	

誌
面
の
構
成
案

〇
表
紙
写
真　

山
梨
の
桃
花
・
桜
花
の
風
景
等
（
観

光
推
進
機
構
と
協
議
）

〇
特
集

〇
第
3
回
理
事
会

【
日　

時
】
令
和
4
年
12
月
12
日
（
月
）
午
後
3
時

00
分
〜
3
時
56
分

【
場　

所
】
上
野
精
養
軒　

3
階　

桐
の
間

【
出
席
者
】
役
員
40
名

【
司　

会
】
飯
窪
光
隆 
総
務
副
委
員
長

1　

開
会
（
総
務
副
委
員
長  
飯
窪
光
隆
）

2　

挨
拶
（
会
長　

清
水
喜
彦
）

・
新
型
コ
ロ
ナ
の
第
8
波
が
高
止
ま
り
で
推
移
し
て

い
る
状
況
で
、
む
し
ろ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
の
方

が
怖
い
の
で
は
と
い
う
見
方
も
出
て
い
る
と
こ
ろ
。

こ
う
し
た
中
で
本
日
は
新
春
賀
詞
交
歓
会
の
開
催
の

可
否
に
つ
い
て
審
議
を
お
願
い
し
た
い
。
2
年
に
わ

た
り
中
止
し
て
い
る
の
で
可
能
な
限
り
開
催
す
る
方

向
で
、
し
か
し
慎
重
な
判
断
を
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。

3　

議
事
（
会
則
第
18
条
に
よ
り
、
会
長
が
議
長
に

就
任
）
議
長　

清
水
喜
彦

（
1
）	

各
委
員
会
報
告　
　
　

  　

 

①
総
務
委
員
会
（
総
務
委
員
長　

中
村
芳
文
）

・
第
4
回
総
務
委
員
会
の
審
議
経
過
を
報
告

②
事
業
委
員
会
（
事
業
委
員
長　

飯
島
登
美
夫
）

・
第
4
回
事
業
委
員
会
の
審
議
経
過
を
報
告

③
広
報
委
員
会
（
広
報
委
員
長　

山
下
昌
彦
）

・
第
3
回
広
報
委
員
会
の
審
議
経
過
を
報
告　

 

④
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
委
員
会

・
事
務
局
長
か
ら
第
1
回
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
委
員
会

の
審
議
経
過
を
報
告

・
委
員
会
報
告
に
つ
い
て
質
問
等
は
無
し
。

（
2
）
令
和
5
年
新
春
賀
詞
交
歓
会
に
つ
い
て　

①
開
催
概
要

②
次
第
（
案
）

③
収
支
予
算
案

・
事
務
局
長
か
ら
①
開
催
概
要
②
次
第
（
案
）
③
収

支
予
算
（
案
）
を
説
明
、
特
に
質
疑
等
は
な
く
、

「
現
時
点
で
は
原
案
の
と
お
り
開
催
す
る
」
と
の
提

案
が
承
認
さ
れ
た
。

・
但
し
、
12
月
26
日
及
び
令
和
5
年
1
月
10
日
の
そ

れ
ぞ
れ
の
時
点
の
感
染
状
況
を
見
て
開
催
可
否
の
判

断
を
会
長
に
一
任
す
る
こ
と
を
決
定
。

・
会
長
か
ら
「
会
長
代
行
、
総
務
委
員
長
と
協
議
の

上
判
断
す
る
」
と
の
報
告
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。

（
3
）	

第
74
回
総
会
開
催
概
要
に
つ
い
て 

・
事
務
局
長
か
ら
開
催
概
要
を
説
明
、
開
催
概
要
は

原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
た

（
4
）
そ
の
他 	

・
今
後
の
行
事
予
定
を
事
務
局
長
か
ら
説
明

・
山
梨
共
修
社
創
立
1
2
0
周
年
記
念
誌
及
び
深
澤

副
会
長
ご
著
書
の
寄
贈
が
あ
り
、
出
席
者
全
員
に
配

付
さ
れ
た

4　

閉
会　

・
以
上
で
議
事
は
終
了
し
、
15
時
56
分
に
閉
会

〇
第
5
回
事
業
委
員
会

【
日　

時
】
令
和
5
年
1
月
12
日
（
木
）
16
時
00
分

〜
17
時
30
分

【
場　

所
】
株
式
会
社
内
藤
ハ
ウ
ス
会
議
室

【
出
席
者
】
委
員
長
・
委
員
2
名
、
（
W
e
b
開

催
）
、
事
業
委
員
会
事
務
局
1
名

1　

開
会　

2　

挨
拶　

委
員
長　

飯
島
登
美
夫

3　

議
事　
　
　
　
　
　
　

（
1
）
ク
ー
ル
や
ま
な
し
事
業
「
米
倉
山　

山
梨
グ

リ
ー
ン
水
素
見
学
ツ
ア
ー
」

①
参
加
者
募
集

・
募
集
チ
ラ
シ
作
成
完
了　

申
込
Q
R
コ
ー
ド
よ
り

申
込
可
能

・
単
位
団
体
代
表
者
あ
て
県
人
会
連
合
会
事
務
局
よ

り
送
付
（
挨
拶
文
を
添
付
し
て
1
月
6
日　

発
送

済
）

・
連
合
会
の
H
P
に
チ
ラ
シ
掲
載
済
（
1
月
16
日
）

・
1
月
27
日
賀
詞
交
歓
会
に
て
参
加
者
募
集
チ
ラ
シ

配
布
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①
新
春
賀
詞
交
歓
会
（
3
〜
4
頁
）

②
ク
ー
ル
や
ま
な
し
3
月
8
日
米
倉
山
グ
リ
ー
ン
水

素
見
学
ツ
ア
ー
（
3
頁
〜
4
頁
）

〇
リ
ン
ケ
ー
ジ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
4
頁
）

・
米
山
好
映
氏
（
富
国
生
命
保
険
社
長
）

・
2
月
28
日
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
予
定

〇
ト
ピ
ッ
ク
ス
や
ま
な
し
〈
山
梨
県
の
ペ
ー
ジ
〉

（
3
頁
＋
観
光
部
1
頁
）

・
特
集　

・
県
内
情
報

〇
ド
ク
タ
ー
望
月
の
山
梨
ト
リ
ビ
ア
③ 

「
未
定
」

（
1
頁
）

〇
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
す
る
若
者
た
ち
「
山
梨
か
ら
未

来
を
創
る
」
②
（
2
頁
）

〇
「
富
士
の
国
」
の
話
題
か
ら
〜
（
3
頁
）
記
事
提

供
＝
山
日
新
聞
社

〇
パ
ー
テ
ィ
ー
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
3
頁
）

⑴
1
月
8
日
ク
イ
ン
ビ
ー
ズ
応
援
（
寄
稿
）
代
々
木

体
育
館

⑵
2
月
11
日
V
F
甲
府

ス
ー
パ
ー
カ
ッ
プ
応
援

⑶
2
月
26
日
大
泉
会
（
寄

稿
）

⑷
堀
内
浩
庵
会
奨
学
生
募

集
案
内

〇
連
合
会
の
動
き
（
4

頁
）

⑴
12
月
12
日
第
3
回
理
事

会⑵
1
月
12
日
第
5
回
事
業

委
員
会

⑶
1
月
30
日
第
2
回
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
委
員
会

⑷
2
月
7
日
第
4
回
広
報
委
員
会

⑸
2
月
14
日
第
5
回
総
務
委
員
会

⑹
2
月
20
日
第
6
回
事
業
委
員
会

〇
連
合
会
だ
よ
り
、
お
知
ら
せ
（
1
頁
）

・
編
集
後
記
（
山
下
委
員
長
）

〇
が
ん
ば
れ
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府

〇
が
ん
ば
れ
ク
イ
ン
ビ
ー
ズ

〇
ク
リ
ー
ン
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
山
梨

〇
広
告
①
サ
ン
ト
リ
―
②
山
梨
県　

③
サ
ン
リ
オ　

④
ホ
テ
ル
東
京

（
2
）
紙
面
割　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

3　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
に
つ
い
て

〇
更
新
計
画
及
び
費
用
の
見
積
り

4　

盛
夏
号
編
集
会
議
（
令
和
5
年
度
第
1
回
広
報

委
員
会
）
の
日
程
に
つ
い
て

〇
第
5
回
総
務
委
員
会

【
日　

時
】
令
和
5
年
2
月
14
日
（
火
）　

15
時
10

分
〜
16
時
35
分

【
場　

所
】
東
京
住
友
ク
ラ
ブ　

会
議
室

【
出
席
者
】
会
長
・
委
員
長
・
委
員
6
名
、
東
京
事

務
所
1
名

【
司　

会
】
事
務
局
長

1　

開
会

2　

挨
拶　

会
長 

清
水
喜
彦

・
1
月
27
日
の
賀
詞
交
歓
会
に
つ
い
て
は
、
3
年

振
り
に
開
催
し
無
事
終
了
し
た
の
で
安
堵
し
て
い

る
。
第
8
波
が
ま
だ
収
ま

ら
な
い
中
で
の
開
催
判
断

で
あ
っ
た
が
、
当
日
ま
で

に
は
感
染
者
数
も
下
降
傾

向
と
な
り
、
総
務
委
員
会

で
議
論
し
準
備
し
た
万
全

の
対
策
を
講
じ
て
問
題
な

く
開
催
す
る
こ
と
が
出
来

た
こ
と
に
感
謝
。

・
山
梨
総
研
（
シ
ン
ク
タ

ン
ク
）
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
に
県
人
会
連
合
会
の
歴

史
と
今
に
つ
い
て
紹
介
す
る
原
稿
を
書
い
た
。
ネ
ッ

ト
上
で
読
め
る
の
で
是
非
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

3　

議
事　

議
長　

中
村
委
員
長

［
協
議
事
項
］

（
1
）
新
春
賀
詞
交
歓
会
に
つ
い
て

①
収
支
決
算
報
告
（
案
）

②
反
省
点
及
び
来
年
度
開
催
予
定

・
収
支
決
算
報
告
に
つ
い
て
は
4
月
の
予
算
会
議
に

決
算
見
込
と
共
に
報
告
す
る

・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
し
で
開
催
し
た
が
特
に
問
題

は
な
か
っ
た

（
2
）
第
74
回
総
会
に
つ
い
て　
　

①
開
催
概
要

②
式
次
第
（
案
）

③
演
目
提
案
（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
委
員
会
）

④
会
員
券
販
売
計
画

⑤
収
支
予
算
（
案
）

⑥
今
後
の
準
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
懇
親
会
演
目
は
文
化
ス
ポ
ー
ツ
委
員
会
の
提
案
の

と
お
り
と
し
、
開
催
概
要
は
3
月
の
第
6
回
総
務
委

員
会
に
お
い
て
詳
細
を
決
定
す
る

（
3
）
令
和
5
年
度
会
議
・
行
事
予
定
に
つ
い
て

・
総
務
委
員
会
、
理
事
会
の
日
程
を
協
議
し
決
定

（
4
）
令
和
5
年
度
予
算
案
へ
の
臨
時
経
費
の
計
上

に
つ
い
て

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
修
に
つ
い
て

②
事
務
局
パ
ソ
コ
ン
の
更
新
に
つ
い
て

・
臨
時
的
経
費
の
計
上
に
つ
い
て
承
認
し
、
詳
細
に

つ
い
て
は
次
回
総
務
委
員
会
で
協
議
し
予
算
案
に
計

上
す
る

（
5
）
そ
の
他

4　

閉
会
（
16
時
35
分
）

〇
第
6
回
事
業
委
員
会

【
日　

時
】
令
和
5
年
2
月
20
日
（
月
）　

16
時
00

分
〜
17
時
30
分

【
場　

所
】
株
式
会
社
内
藤
ハ
ウ
ス
会
議
室

【
出
席
者
】
委
員
長
・
委
員
4
名
、
（
う
ち
1
名

W
e
b
参
加
）
、
事
業
委
員
会
事
務
局
1
名
、
山
梨

県
企
業
局
2
名
、
み
た
ま
の
湯
1
名
、
丸
藤
葡
萄
酒

工
業
1
名
、
観
光
推
進
機
構
2
名

1　

開
会　

2　

挨
拶　

委
員
長　

飯
島
登
美
夫

3　

議
事　
　
　
　
　
　
　

（
1
）
経
過
報
告

①
催
行
決
定
＝
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
を
判
断

②
参
加
人
数
＝
参
加
者
47
名
+
添
乗
員
1
名
（
2
月

21
日
現
在
）

（
2
）
催
行
内
容
の
確
認
＝
各
メ
ン
バ
ー
よ
り
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル　

集
合
場
所
他
確
認　

①
山
梨
観
光
推
進
機
構
糸
井
副
部
長

・
案
内
図
、
名
札
を
準
備
す
る

・
最
終
人
数
の
見
積
り
を
作
成
す
る

・
バ
ス
は
49
名
（
補
助
席
を
除
く
）
乗
車
可
能
な
バ

ス
を
手
配
済
み

・
車
中
飲
み
物
等
2
本
／
1
人
手
配
済
み

・
甲
府
市
、
市
川
三
郷
町
、
甲
州
市
か
ら
参
加
者
に

記
念
品
等
を
配
布
予
定

②
企
業
局
宮
崎
室
長

・
大
会
議
室
に
て
概
要
説
明

・
2
班
に
分
か
れ
て
見
学
（
A
班
：
開
発
ビ
レ
ッ
ジ

内
見
学　

B
班
：
水
素
製
造
施
設
見
学
）

・
車
内
で
視
聴
す
る
D
V
D
（
10
分
+
5
分
）
を
用

意
（
談
合
坂
過
ぎ
た
あ
た
り
で
上
映
）

③
み
た
ま
の
湯　

田
中
様・

到
着
後
、
遠
藤
町
長
挨

拶
、
館
内
説
明　

研
修
室

1
・
2　

プ
レ
ゼ
ン
ト
用

意・
食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
検
討

中・
入
浴
後
の
休
憩
所
と
し

て
食
事
会
場
（
研
修
室

1
・
2
）
を
使
う

④
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト　

狩
野

工
場
長

・
到
着
後
、
2
班
に
分
か
れ
る

A
班
：
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
（
30
分
）
大
村
社
長　

B

班
：
ワ
イ
ナ
リ
ー
見
学
（
30
分
）
狩
野
工
場
長

・
大
型
バ
ス
と
自
家
用
車
用
の
駐
車
場
の
準
備

（
3
）
第
2
弾
企
画
の
予
定

〇
「
サ
ン
ト
リ
ー
白
州
蒸
留
所
・
大
村
美
術
館
を
訪

ね
て
」

・
白
州
蒸
留
所
見
学
及
び
サ
ン
ト
リ
ー
名
誉
チ
ー
フ

ブ
レ
ン
ダ
ー
輿
水
精
一
氏
に
よ
る
講
演

「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ウ
ィ
ス
キ
ー
の
魅
力
」

・
ノ
ー
ベ
ル
賞　

大
村
智
博
士
に
よ
る
絵
画
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
鑑
賞

・
開
催
時
期
：
2
0
2
3
年
10
月
中
旬
〜
11
月
（
白

州
蒸
留
所
改
修
工
事
の
状
況
に
よ
り
決
定
）

（
4
）
C
o
o
l
Ⓣ
Y
a
m
a
n
a
s
h
i　

企
画

の
検
討

・
目
的
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
す
る
＝
今
ま
で
参

加
し
て
い
な
い
方
、
若
い
方
に
参
加
し
て
も
ら
え
る

企
画
と
す
る

・
ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
会
は
予
算
的
に
困
難
＝
県
の
事

業
等
と
の
ド
ッ
キ
ン
グ
も
検
討

（
県
の
C
a
v
e 

d
e 

ワ
イ
ン
県
の
イ
ベ
ン
ト
、

世
界
農
業
遺
産
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
）

・
山
梨
ゆ
か
り
の
偉
人
を
学
ぶ
、
関
連
施
設
の
見
学

（
根
津
嘉
一
郎
＝
関
連
施
設
の
見
学
、
根
津
美
術

館
、
東
武
鉄
道
関
連
設
、
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
な
ど
）

・
そ
の
他
：
国
立
競
技
場
、
東
京
タ
ワ
ー
、
東
京
メ

ト
ロ
研
修
セ
ン
タ
ー
な
ど

4　

閉
会
（
17
時
30
分
）
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編
集
後
記

◇
1
月
27
日
3
年
ぶ
り
に
賀
詞
交
歓
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。3
月
13
日
国
の
方

針
で
マ
ス
ク
も「
個
人
の
判
断
」に
委
ね
ら

れ
、5
月
に
は
コ
ロ
ナ
は
5
類
に
格
下
げ
さ

れ
ま
す
。い
よ
い
よ
県
人
会
連
合
会
活
動

も
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。

気
を
付
け
な
が
ら
慎
重
に
、着
実
に
嘗
て

の
活
気
を
取
り
戻
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◇
3
月
8
日
事
業
委
員
会
主
催
の
米
倉

山
グ
リ
ー
ン
水
素
見
学
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ

ま
し
た
。山
梨
の
太
陽
光
と
水
で
つ
く
る

水
素
が
、わ
が
国
の
脱
炭
素
化
社
会
実
現

を
め
ざ
し
て
、先
頭
を
走
っ
て
行
っ
て
ほ
し

い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。皆
で
応
援
し
ま

し
ょ
う
。

◇
日
本
人
の
寄
付
は
ア
メ
リ
カ
人
の
1—
28

（
日
経
22・11・8
）と
い
い
ま
す
。こ
う
し
た

状
況
に
憤
慨
し
て
、新
事
業
や
文
化
福
祉

事
業
に
寄
付・投
資
を
取
り
持
つ
会
社
ヴ
ィ

ジ
ョ
ナ
リ
ー
ジ
ャ
パ
ン
を
立
ち
上
げ
た
戸
田

達
昭
氏
、今
回
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
す
る
若

者
た
ち
に
登
場
で
す
。眼
の
付
け
所
が
素

晴
ら
し
い
。

◇
今
年
の
桜
は
甲
府
8
日
、東
京
10
日
例

年
よ
り
早
く
開
花
し
ま
し
た
。入
学
式
で

な
く
卒
業
式
に
咲
く
と
い
う
時
代
に
な
っ

て
き
た
よ
う
で
す
。

◇
今
回
の
山
梨
ト
リ
ビ
ア
は「
江
戸
期
一
宮

の
人
は
好
奇
心
が
強
か
っ
た
」と
い
う
お

話
。歴
史
家
網
野
善
彦
氏
は「
石
和
の
市

部
は
市
庭
で
古
く
か
ら
の
都
市
だ
っ
た
」

と
書
い
て
い
ま
す
。（『
日
本
の
歴
史
を
よ

み
な
お
す
』）今
も
昔
も
あ
の
辺
り
一
帯
の

住
み
人
は
洗
練
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

（
山
下
）

令和5年（2023年）連合会 会議·行事等開催予定　3月24日総務委員会作成
月 　 日 曜日 時　間 行事・会議名 会　　場

4月19日 水 16:00 令和5年度予算会議 アルカディア市ヶ谷

5月17日 水 15:00 第1回　総務委員会 東京住友クラブ

5月30日 火 14:00 第1回　理事会 上野精養軒

 6月  4日 日 11:30 第74回　総会·懇親会 京王プラザホテル

 8月  8日 火 16:00 第2回　総務委員会 東京住友クラブ

10月16日 月 15:00 第3回　総務委員会 東京住友クラブ

10月31日 火 14:00 第2回　理事会 上野精養軒

11月  6日 月 18:00 知事と語る会 京王プラザホテル

11月14日 火 18:00 山梨県市長会との懇談会 ホテルKKR東京

11月27日 月 16:00 第4回　総務委員会 東京住友クラブ

12月20日 水 16:00 第3回　理事会 上野精養軒

12月20日 水 17:30 単位団体代表者会議 上野精養軒

第７４回総会開催のお知らせ
〇日　　時　令和５年６月４日（日）　11：30 〜 14：30（受付11：00〜）
〇会　　場　京王プラザホテル　コンコード·ボール·ルーム
〇参 加 者　来賓、連合会役員、各単位団体役員·会員　約360名
〇開催形式　会食形式（円卓６人〜10人）
〇会　　費　１０，０００円（銀行振込）
〇プログラム　
　【第１部　総　会】 11：30 開会／議事／来賓祝辞／閉会
　【第２部　懇親会】 12：15 開会
 語り　女優　奥山眞佐子
 「私の愛する樋口一葉」〜琴の演奏と共に〜
 乾杯／懇談／閉会
〇申　　込　各単位団体代表者にお申し込みください
〇問 合 せ　山梨県人会連合会事務局　email info@yamanashi-kr.com
　　　　　　電話（０３）３２５６－３０９３　ＦＡＸ（03）３２５６－３０１５
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